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原 護結 核

MarkH.Joress:Primarytuberculosis

原 獲 結 核 二封 ヌ ル 病 理 學 的所 見虹 二 名 稻 二就 イ テ ノ・

Ghon,Ranke,Eliasberg或 ノ・Neuland等 ノ諸 説 が ア

ル。 現今 アメ リカ ニ テ ・・原 駿 結 核(Primarytubercu-

losis)ナ ル 名 稽 ヲ圭bシ テ 用 ヒテ居 ル。 其 後Kraus,

Watts,McPhedrau,Opie等 ニ ヨvバ 原 獲結 核 二關

ス ル病 理 學 的 所 見 ・・種 々研 究 サ レ、成 年 型或 ノ・再 感染

型 ノ結 核 ト小 見 ノ原 獲 結 核 ト ノ・共 趣 キ ヲ異 ニス ル 鮎

ガ アル ト報 告 サ レテ居 ル。

著 者 ノ・開 放 性結 核 患 者 二 暴 露 サ レタ若 干 ノ小 見 ヲ臨

殊 的蛇 二X線 的 二検 査 シタ。共 ノ結 果 一 ヨvバ 原 登 結

核 二於 イ テ・・肺 炎 性 ノ陰 影 が披 ガ ッテ現 ハ レ、而 カ モ

之 が著 シ イ恒 久 性 ヲ有 ス ル 鮎 二興 味 が アル。且 ツ他 ノ

細 菌 二原 因 ス ル肺 炎性 ノ浸潤 ト異 ツ テ 賠 診 上 ノ所 見

ヲ全 ク鉄 イ テ居 ル。 呼 吸 器系 統 二關 係 ス ル症 候 トカ、

臨 脈 的 二反 磨 無 力 性 デ ア ル ト思 ノ・ル ・が如 キ全 身 的

様 子 モ全 然 ナ イ ノデ アル 。

成 年 期 ノ結 核 或 ・・再 感 染 結 核 ノ病 理 學 的 憂 化 ト原 登

結 核 二於 ケ ル ソ レ ト比 較 ス ル ニ、前 者 ニ テ ハ毒 血 症 、

肺 組 織 ノ破 屡 等 ヲ 件 フモ、 後 者 ニ テ ハ 中毒 症 状 ヲ訣

キ、浸 潤 が永 存 性 ヲ帯 ピ テ肺 組 織 ノ破 壌 性 攣 化 モ亦 件

ハ ナ イ鮎 二著 明 ナ差 異 ガ アル
。斯 ノ如 ク原 獲 結 核 ノ・小

見 ノ罹 患 二於 イテ ノ・症 候 或 ハ 理 學 的 所 見 ヲ普 通 鉄 ク

カ ラ見逃 サ レル ノデ アツ テ、X線 鳥 眞 列 ニ ヨ リテ初 メ

テ 認識 サ レル 。(宇 多 野 、 山 内抄)

活 動 性 及 ビ非 活 動 性 結 核 患 者 ノ白血 球 血 像

W.H.MorrissandGeorge(;.Wilson:Theleucocyt-

icbloodpictureinactiveandinactivetuberculosis

患 者=が 「サ ナ ト リウ ム」デ 治 療 ヲ受 ケ ッ ・アル 時 行 ツ

タ 血 像 ト退 院 後 行 ツタ血 像 ト ヲ比 較 シタ。此 等 ノ血 像

ノ・Medlarノ 方式 二從 ツテ4群 二分 チ剃噺 シタ。郎チ

腐敗性群 、増生性群、非 腐敗 性群 、正常群 デアソテ、前

二者 ノ・血像上 ヵ ラ不 良性 ノ者 デ後二 者ノ・良性 ノ者デ

アル。爾LIM比 奉 ヲモ求 メタ。其結果 ノ・患者 ガ臨殊

上 二活 動性デ アソタ時行 ツタ血像 ノ・86%が 不良性デ、

13.8%が 比較的正常像 ヲ呈 シタ。勢働 可能 ノ状態 トナ
ゆ

ツ テ退 院 後1箇 年 経 過 シタ200人 ノ患 者 二 就 イ テ・・

49人 帥 チ24.5%ガ 不 良 性 血 像 ヲ呈 シ、151人 印 チ75.5

%が 良 性 ノ血 像 ヲ呈 シ タ。患 者 ノ病 状 が活 動 性 デ アツ

タ 時 行 ツ タ血 像 ト患 者 ガ勢働 可 能 ニ ナ ツ タ時 二行 ツ

タ血 像 トヲ比 較 ス ル ニ、47人 ノ不 良 性 血 像 ヲ有 シタ

者 ノ中32人 印 チ72%が 良 性 ノ血 像 トナ ツ タ。 叉 同標

ナ 比 較 二於 イテ61人 中77%ヵ ●不 良 性 血 像 ヲ呈 シタガ

勢働 可 能 ノ状 態 ニ ナ ソ タ 時 ノ・、72.1%が 良 性 血 像 ヲ呈

シ タ。LIMノ 比 李 二於 イテ ・・一 致 セノv,占・・期 待 以上

二高 傘 ヲ示 シタ 。 帥 チ活 動 性 ノ時 不 良 性 ノLIM比 率

ヲ持 ツ タ43人 中38人 帥 チ88.3%が 正 常 ニ ナ ツタ。

(宇 多 野 、 山 内抄)

泌尿 器 學 的標 本 ヨ リ得 タ ル 寄 死 ム 睡 性 抗 酸性 菌

ArthurH.Wells:Saprophyticacid・fastbacillifrom

ureteralspecimens

膀 胱 鏡検 法 ニ ヨ ツ テ膀 胱 及 ビ腎 孟 ヨ リ 得 タ ル材 料 カ

ラ、形 態 學 上 結 核 菌 二類 似 ノ抗 酸 性 菌 ヲ蛮 見 シ タ。 該

菌 ノ起 源 ・・此 時 使 用 シ タ 洗 潅 灌 漸 器 ノ「ゴ ム」管 中 二

登 生 シタ 者 デ ア ツ タ。此 ノ器 具 ヲ溝 毒 ノ爲 二青 化 水銀

ノ溶 液 ノ中 二浸 漬 セル 時 ニ モ該 菌 ハ獲 生 ス ル 。豚 鼠 二

封 シテ有 害 作用 ヲ呈 セ ズ、通 常 ノ培 養 基 上 ニ テ ハ抗酸

性 ヲ完 全 二失 フケ レ ドモ、「ゴ ム」管 ノ中 二獲 育 サス時

ハ抗 酸 性 ヲ再 ビ獲 得 スル 。(宇 多 野 、 山 内抄)
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呼 吸 機 韓

PaulM.Andrus:TheMechanicsofRespiration

自然 血 氣胸

OswaldR・JonesandCharlesLouisGilbert:Spo・

ntaneousH5mopneumothorax

結 核 性 原 因 二因 ル 出血 性 肋 膜 炎 ト血 氣 胸

EphraimKorol:H5morrhagicPleurisyofTuberc.

ulousOriginandH乞mopneumothorax

人工 氣 胸 二於 ケ ル 肋 膜 腔 内 墜 卜肺 臓 萎 縮 ト ノ關

係

EmilBunta:TheRelationofIntrapleuralPressure

andPulmonaryCollapseinArtificialPneumothorax。

人 工氣 胸 ヲ行 ソ タ 場 合 肋 膜 腔 内踵 ト肺 臓 萎 縮 ト間 ニ

ー 定 ノ相 關係 が アル カ ドウ カ
、亦 ア リ トス レバ、 人 工

氣 胸 施術 二際 シテー ヲ以 テ 他 ヲ豫 知 シ、 「コ ソ トロー

ル」ス ル事 ガ 出來 ル カ ドウヵ ヲ検 索 シ タ モ ノ デ ァル。

研 究封 象 トシ テ ハ最 初 ノ 人 工 氣 胸 時 二 正 常或 ノ・略 く

正 常 ノ肋膜 腔、墜 ヲ示 シ タ患 者735名 ヲ選 ビ、4025同

ノ測 定 ヲ行 ツ テ居 ル。 即 チ肋 膜 腔 内膣 ・・、ロ ビ ソ ソ ン

氏 人 工氣 胸 器 ノ水 歴 計 ニ ヨ ツ テ 静 カナ 吸 氣 ノ頂 上 二

於 テ測 定 シ、肺 臓 萎 縮 ノ度 ・・立位 吸 氣時 二撮 影 セルX

線 罵 眞像/上 デ、一 側 ノ胸 腔 内 ヲ占 メ ル肺 臓 實 質陰 影

ノ廣 サ ヲ百 分 率 デ 現 シタ数 値 二依 ツ テ規 定 ス ル。

ソ シテ此 實験 結 果 ヲ相 關表 二蛇 べ、 ピア ー ス ソ ノ相 關

係 藪 値 ヲ求 メ、 或 ノ・同館 線 ヲ描 イテ、其相 關 關 係 ノ有

無 ヲ究 明 シテ居 ル 。

本 實験 ノi封象 ハニ 大 別 サ レテ居 ル 。一 ハ人 工 氣 胸 療 法

綾 行 中肋 膜 腔 ガ正 常或 ハ病 的 攣 化 ヲ 有 セ ザ リ シ者 デ

ア リ、 他 ハ 異 常攣 化例 ヘ バ肋 膜 癒 着 、液 饅 瀦 溜 、縦 隔

蜜轡 曲 、或 ノ・横 隔膜 麻癖 ヲ合 併 セル 者 デ アル。

箕 験 ノ統 計 的 観 察 ノ結 果 バ ー 般 二 肺 臓 萎 縮 ノ度 合 ト

肋 膜 腔 内踵 トノ間 ニ ノ・正 ノ不 完 全 相 關 ガ成 立 ス ル ヲ

認 メル。此 相 關 ハ異 常 氣 胸 二於 テ ノ・正 常 氣 胸 二於 ケ ル

ヨ リモー 層 不 完全 デ アル
。何 レ ノ氣 胸 時 二於 テ モ 内歴

墳 加 二比 例 シテ肺 臓 力・萎 縮 ス ル ト言 ツタ 關 係 ノ・認 メ

フ レナ イ.言 換 へ γ バ完 全 相 關 ハ成 立 シ ナ イ
。故 二内

歴萎 縮 ノ關 係 ハ 人 工 氣胸 施 術 時 ノ 「コ ソ トロー ル」ニ

ハ役 立 タ ナ イ ノデ アル
。(宇 多 野 、 内藤 抄)

中央 部 二位 セ ル 孤 立 性 肺 結 核 空 洞 ノ治 療 二於 ケ

ル 人 工 氣 胸 及 横 隔 膜 稗 経 麻 痔 施 行 ノ 債 値 比 較

PaulSlavin:TheComparativeValueofArtificiaI

PneumothoraxandInducedPhernicParalysisin

theTreatmentofCentrallyLocated,IsolatedPul-

monaryTuberculousCavities

肋 膜 内 肺 臓 剥 離 ノ結 果 二 關 ス ル ニ 三 ノ 考 察

PaulDufaultandArmandLaroche:SomeConsid-

erationsontheResultsofIntrapleuralPneumolysis

肺 結 核 合 併 症 ト シ テ ノ 胸 壁 ノ結 核 性 膿 瘍

C.W.Twinam:TuberculousAbscessesoftheChes

twallasaComplicationofPulmonaryTuberculosis

肺 膿 瘍 ト結 核

FrankMurray:LungAbscessandTuberculosis

五 年 以 内 ノ 期 間 ・ セ ル 「ツ ベ ル1ソ 日 ・

輩

WilliamLWeintraub:Tuberculin-positiveChildren

ObserredforVariousPeriodsUptoFiveYears

二三 ニ ヂ
」)!1-一二2二 、 パ ソフ ィ ツ ク カ ウ ソチ ー一一,.二於 テ、

1929年 ヨ リ1934年 二亙 ツ テ、1041名 ノ奮 「ツ ベル ク

リ ソ」0・1mgm・ 陽1生/小 見 二就 テ行 ・・レタ連 績胸 部

X線 罵 眞撮 影 ノ結 果 が報 告 サvテ 居 ル。観 察 ノ期 間 ハ

最長5年 二亙 ル者 が アル ガ、総 テ ガ ソ ウデ ノ・ナ ク、 期

間 ハ 匠 々デ ア ル が、其 内接 鯛 傳 染 ノ機 會 ヲ詮 明 シ得 ル

者542名 、 謹 明 シ得 ザ ル 者499名 デ アル。而 シテ此 期

間 内 二成 人 型結 核 ヲ惹 起 セル 者 ・・1i例,何 レモ接 鱗

傳 染 ノ機 會 ヲ謹 明 シ得 ル 者 二閣 シ、然 ラ ザル 者 ニ ノ・1

例 ヲモ 見 出 サ ナ カ ツ タ。

成 人 型結 核 ヲ惹 起 セル 者 二於 テ、女 見 ・・男 見 二比 シテ

共 数 四 倍 ノ多 数 ヲ 占 メル ガ、小 見 型 結 核 ノX線 的詮 明

ノ頻 度 ハ性 ニ ヨツ テ殆 ソ ド差 ヲ認 メナ イ。

著 者 ハ爾 結 論 ノー ト シ テ 小 見 型 結 核 ノX線 的 謹 明 が

未 來 二於 ケ ル 其 小 見 ノ成 人 型結 核 惹 起 ノ可 能 性 ヲ示

ス 如 キ豫 後 列 定 ノ役 二 立 ツ モ ノ デ ハ 無 イ事 ヲ附 記 シ

テ居 ル 。

但 著 者 ノ所 謂 小 見 型結 核 トノ・肺 門 部 、石 灰 化 病 竈或 ハ

肺 實 質 ノ病 竈 例 ヘ バ ゴ ー ソ ノ石 灰 化 竈 或 ノ・結 締 織 竈

ヲ包 含 シ、爾 肺 炎 性病 竈 、 肺 門 陰 影 培 大 等 モ其 経 過 ニ

ヨ ツ テ小 見型 結 核 ト考 ヘ タ ト構 シ テ居 ル
。

(宇 多 野 、 内藤 抄)
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P.P.D.及 ビ0.Tヲ 以 テ セ ル 「ツ ベ ル ク リ ンJ

識

'Th
omasM.Palmer,L.S.Laffitte,andJamesA.

Whjte,J.R:Tuberculin・testingwithP.P.D.and

O・T・(宇 多 野 、 内 藤 抄)
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肺 結 核 二 於 ケ ル 病 竈 ノ 溶 融 現 象

T.B.AmbersonTr:TheProcessofResolutionin

PulmonaryTuberculosis

中 櫃 神 脛 系 統 ノ 結 核 ト他 ノ 臓 器 二 於 ケ ル 結 核 的

攣 化 トノ 關 係

R.H.Jaff6andA.Schultz:TheRelationbetween

TuberculomataoftheCentralNervousSystemand

TuberculousChangesinOtherOrgans.

胃 ノ 横 隔 膜 「ヘ ル ニ ア 」 ニ ヨ リ惹 起 サ レ タ ル 結 核

肺 ノ 敷 果 的 虚 脱

LawrasonBrownandH.L.Sampson:E冊cientColl・

apseofaTuberculousLungFollowingDiaphragm・

aticHerniaoftheStomach

結 核 症 二 於 ケ ル 特 殊 的 皮 虐 過 敏 現 象 ノ 清 滅

M.Paretzky:TheDisapPearanceofSpecificSkin

HypersensitivenessimTuberculosis・

モ ン タ ナ 州 シ ル バ ー 、 バ ウ 郡 ノ 結 核 死 亡 藪

J.H.Crouch:AStudvofTuberculosisDeathin

SilberBowCounty,Montana.

南 部 ア リ ゾ ナ 州 「パ パ ゴ 」地 方 ノ イ ン デ ィア ン 居 住

地 帯 二 於 ケ ル 結 核 調 査

EsmondR.Long&H.W.Hetherington:ATuber.

culosisSurveyinthePapagoIndianAreaofSo・

uthernArizona.

培 養 結 核 菌 ヲ以 テ セ ル 氣 管 経 由 感 染 二 封 ス ル 海

狸 肺 ノ 局 虚 的 冤 疫 ノ 影 響

R.L.FergusonandPaulR.Cannon:TheInfluence

ofLocalImmunizationoftheLungsofGuineaPigs

uponIntratrachealInfectionwithBacil.Tuberculosis

多 〃 ノ研 究 者 ノ・全 均 性 免 疫 ヲ 以 テ ス レバ 、肺 モ 亦 免 疫

ヲ得 ル ト假 定 シ テ ヰ ノレ。併 シ 肺 自 均 ノ抵 抗 力 が 培 弧 ス

ル 事 ハ 消 極 的 デ ア ル ニ 過 ギ ヌ事 ハ 、 周 知 ノ事 實 デ ア

ノレo

結 核感染 ・・明白二肺 二結 核菌 ヲ 吸入ス ル事 二依 テ起

ル事周知 ノ如 クデ アル ニモ不拘、直接 二肺 ヲ抗原 ヲ以

テ刺 戟スル事 が如 何 二重大 デアル カニ就 イテノ・、多 ク

ノ研究 者ノ・注意 ヲ向ケ テ居 ラヌ。

著者等 ハ此黙 二着 目シ、先 ヅ海瞑 ノ氣管枝 内 二死菌 ヲ

入 レ次 デ生菌 ヲ同様 二氣管枝 内 二 入 レテ 肺 二特別ナ

局塵 的免疫 ヲ起 シ得ル ヤ否 ヤ ヲ知 ラ ソトシテ實験 ヲ

行 ツタ。

生菌 叉 ・・死菌浮游液 ヲ海狸 ノ氣管枝 内二入 レル ニハ

氣 管枝 ヲ取 リ出 シ氣管分岐部 三 於 テ特殊 ナニ重管 ヲ

入 レ、浮游液 が噴霧状 トナツテ雨肺 二都合 ヨク入ル檬

「ニ シ
rタ。

本 實 験 二137匹 ノ海 瞑 ヲ用 ヒタ。 結 核 菌H37ノ 培 養

液 ヲ「フヱノー ル」ヲ以 テ滅 菌 シ、 之 ヲ先 ヅ海 瞑 ノ氣 管

枝 内 二入 レテ 免疫 セ シメ、次 デ数 週 間 後 同 系 統 ノ結 核

生菌 ヲ氣 管枝 内 二入 レテ感 染 セ シメ タ。

本 實験 二依 ル 成 績 及 ビ結 論 ノ・次 ノ如 シ。

1、 氣 管 経 由 ニ ヨル 免疫 ・・確 實 二抵 抗 力 ヲ墳 強 ス ノレ。

此 方 法 ヲ以 テ免 疫 サ レタ海 狸 ハ 同 一時 期 二感 染 セ シ

メ タ通 常 ノ海 狸 二比 シ2倍 ノ長 期 間生 存 シ、全 均^ノ

廣 汎 ナ ル結 核 菌 ノ播 種 少 ク、叉 結 核 病 竈 ノ・遙 カニ速 カ

ニ退 行 シ タ。

2、 肺 ヲ局 虜 的 二刺 戟 ス ル ニ、 肺 間 質 組 織 及 ビ局 塵淋

巴線 二於 テ大 喰菌 細 胞 ノ動 員 が惹 起 サ レ、從 テ生菌 力●

同 一経 路 ヲ辿 ツ テ侵 入 シ來 ル 時 、生 菌 ハ實 二数 果 的 二

貧 食 破 壌 セ ラ レタ。而 シテ循 環 血 流 二 侵 入 シ タ生 菌 ノ・

殆 ドナ ク、肝 及 ビ脾 ニ ノ・殆 ド病 竈 ガ ナ カ ツ タ。

3、 菌 ノ入 門 ロ ニ於 テ抗 膣 ヲ以 テ 直 接 二刺 戟 ス ル時 ハ

盟 内 二 同一 経 路 ヲ辿 ツ テ 侵入 シ 感 染 セ シメ ル病 源 二

i封シ、抵 抗 ハ甚 ダ±曾人 セ シメ ラ レっレト言 フ考 ヘ ヲ此 實

験 ノ・支持 ス ル モ ノデ アル。(宇 多 野 、 伊 藤 抄)

結 核 小 見 ノ人 盟 測 定 學 的 研 究

HelenBrentonPryorandHelenaMathiasen:An

AnthropometricStudyofTuberculousChildren.

此研 究 二用 ヒ タ結 核 小 見 ノ・胸 部 二 病 理學 的 攣 化 ア〃

コ トヲ確 二診 噺 サ1/タ 男107人 女103人 デ、何vモ

「ツ ベ ル 〃 リソ」反 晦 陽 性
、 喀 疾 中結 核菌 陽 性 、胃洗瀞

液 中結 核 菌 陽性 、胸 部X線 像 が病 理學 的 攣 化 ヲ示 シタ

モ ノデ ア ツ タ。
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結論 ノ主 ナノレモ ノン、i欠ノ通 リ。

1、2歳 カ ラ16歳 迄 ノ見童 膣格 ヲ 分類 ス ル ト共 幅 長

指数 ノ・、結 核 見 デ ハ男 女 共 二 正 常 見 二比 シZF均 値 が全

〃小 デ アツ タ。-

2、 頸 及顔 面 ノ測 定値 ノ・結 核 見 デ ハ小 サ カツ タ。

3、 結 核 見 デノ、頸 ノ、長 ク、顔 面 小 デ ア ツ タ。

4、 思春 期 前/結 核 見 デ ハ 樽 形胸 廓 ノモ ノが多 カツ

タ。

5、 身長 ハ結 核 見 正 常 見 トモ相 違 ガ ナ イ。

6、 結 核 見 ノ・一般 二饅 重 ガ正 常 見'9リ モ輕 カ ツ タ。 併

ジ結 核 見 ノ繊 弱 ナ骨 儲 ヲ考慮 ス レ バ 相 封 的 ノ榮 養 ノ・

良 好 デ ア ツ タ。

(註)

1、 骨 盤 ノ幅。 雨 腸 骨 間 ノ最 大 距 離 。

3、 幅 長 指 敬 、(Width・lengthindex)盟 重 ヲ身 長 デ除

シ1000ヲ 乗 ジ タ モ ノ.

3、 顔 面 ノ幅 。 雨 額 骨 間 ノ距 離 。(宇 多 野 、伊 藤 抄)

準均 均髄 測定値(2730人 ノ正 常男子b107人 ノ結 核男子bノ 年齢 二依ル比較)

年 齢21/2 31/2 4112 5】/2 61/271/28

結酬 正牌 結襯 障 見結剣 正甑 結劇 正綱 結槻 降 見結槻 陣 見結槻

例 数1⊥54 5162 4153 8161

身 長(吋)3434i/4138383911240.54242.5

盤重(封 度)25.5271!2133.433.5411/2394140

胸 ノ厚 サ(糎)13・012・5114.013.614.214.014.614.5

胸 ノ幅(糎)15・016.1i15.516.616.517.617.017・8

骨 盤 ノ幅(糎)14.014.5115.916.016.217.216.918.1

幅 長 係 数1621671163166161162160161

頭 ノ幅(糎)13・013.6113.613.814.014.113.814.1

質 ノ長 サ(糎)16.017.Ol16.817.317.717.917.218.0

顔 面 ノ 幅(糎)10.010.6110.310.810.311.110.211.1

面 ノ高 サ(糎)8.08.1i'8.78.48.88.98.89.1

孔 問距 離(糎)4.04.7i4.54.84.74.94.65.1

頸 園(糎)24.024。026.825.025.726.026.626.3

頸 長(糎)8.78.78.28.88.78.98.810.1

111751816310

461144647i/44811450112

45.548112505453112

14.514.715.114.715.6

18.518.819.219.819.6

18.518.519.119.319.6

158160158159153

14.214.214.014.214.5

17.218.117.418.118.0

11.011.411.111.411.6

9.29.89.59.99.5

4.85,14.95。25.0

26.326.626.326.728.0

11.710.311.511.011.2

11219112 10112 111!2 121!2 13112 14112 15112

正例 結槻 正常見結核見正常見結核見正常見結核見正常見結核見正常見核結見正常見結核見正常見

16616 157 10 218 12 193 9 260 6 264 2 106 5 119

50114 51114 521/2 54114 541/2 56L/4 561/4 57 581/2 59 60114 63 64 65 65112

59 61 66 64112 73 75 79 81.4 89 90314 95 99 114ワ2 105 125

15.7 16.0 15.8 16.7 16.7 17.0 16.7 16.3 16.9 17.0 17.8 20.0 20.1 20.0 21.7

20.1 20.3 20.6 21.0 21.7 21.3 21.9 21.5 21.9 22.8 23.4 25.0 25.4 25.6 26.8

20.3 20.2 21.1 21.2 21.6 21.1 22.3 22.1 23.1 22.2 23.6 23.8 24.9 25.0 25.4

158 155 158 152 158 154 157 153 157 148 156 149 155 150 154

14.3 14.3 14.4 14.2 14.6 14.2 14.6 14.6 14.7 14.5 14.7 15.0 14.8 14.6 15.0

18.2 17.6 18.2 18.2 18.3 18.0 18.5 17.7 18.5 18.0 18.5 18.2 18.6 17.8 18.7

11.7 11.6 11.8 11.7 12.'2 12.2 12.4 12.2 12.2 12.6 12.8 12.8 13.0 13.0 13.0

10.1 9.5 10.1 10.2 10.5 10.4 10.5 10.4 10.5 10.7 10.8 11.0 11.3 10.9 11.3

5.3 5.0 5.5 4.8 5.5 5.1 ・5.5 5.5 5.5 5.5 5.6 5.5 5.6 5.6 5.9

27.6 28.2 28.5 28.5 29.8 29.3 29.9 29.5 30.3 29.8 30.6 31.0 33.1 32.2 35.0

11.2 11.0 11.0 10.8 11.9 12.0 12.2 13.0 12.3 13.0 12.5 13.6 13.0 13.5 12.8
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卒 均均盤側定値(2840人 ノ正常女子 ト103人 ノ結 核女子 トノ年齢別 二俵 ル比較)

年 齢 21!2 3112 4112
,鴨

5】/2
.

6112 71!2 8

結核見正常見結核見正常見結核見正常見結核見正常見結副 正襯 結核見正常見結核見

例 数 2 150 4
「148

5 163 2 164 10 170 13 162 11

身 長(吋) 30112 33112 38 37.5 41 40.5 42 43112 46 45112 47114 471!2 49112

燈重(封度) 22 26 33 33 351/2 37 40V2 42 41112 47 50 52 55

胸 ノ厚サ(糎) 12.2 126 14.1 13.1 13.5 13.4 13.5 13.6 14.3 14.2 15.0 14.7 15.2

胸 ノ 幅(糎) 15.0 15.6 17.0 16.1 16.8 17.2 16.6 17.4 17.6 17.9 18.2 18.5 18.9

骨盤 ノ幅(糎) 12.4 14.4 16.0 15.9 16.7 17.3 16.5 17.6 18.0 18.3 18.6 19.0 19.6

幅 長 係 数 162 171 162. 168 158 164 156 161 157 159 154 159 156

頭 ノ 幅(糎) 12.8 12.9 13.5 13.6 13.4 13.6 13.5 13.7 13.3 1.う.7 13.5 13.9 13.8

頭 ノ長 サ(糎) 16.4 16.4 16.5 16.8 16.8 17.2 17.2 17.3 17.0 17.3 16.7 17.7 17.0

顔 面 ノ幅(糎) 10.2 10.4 9.8 10.6 10.0 10.8 10.6 11.1 10.6 11.1 10.8 11.2 11.2

顔 面 ノ高 サ(糎) 7.3 7.8 8.0 8.1 8.0 8.9 9.0 9.0 8.4 9.3 9.2 9.4 9.1

瞳孔間距離(糎) 4.2 4.5 4.4 4.6 4.5 4.7 4.6 4.9 4.8 5.1 5.0 5.2 5.0

頸 園(糎) 22.1, 23.0 23.7 23.8 22.5 24.9 23.0 24.9 25.4 25.5 25.0 27.2 26.9

頸 長(糎 、 8.9 8.9 8.7 9.0 10.0 9.2 10.0 9.9 11.2 10.7 11.7 11.0 111.3

1/
2 9112 10112 11】/2 12112 131/2 14112 」5112

正常見結核見正常見結核兜正常見結核見正常兜結核見1正常兜結核見正常見結核見正常見結核見正常見

i73 8 158 8 232 8 194 13
`

258 6 265 5 183 8 151

501/2 51 521!2 54 54114 56 571/2 58314 58112 60 60114 62 63 621!4 63114

58 61 66 70114 73 713/4 85 79112 89 875/4 99 921/2 114 101 118

14.8 15.2 14.9 15.0 15.3 15.8 16.4 17.0 16.7 17.5 16.7 17.8'
'18

.7 17.8 17.9・

19.1 19.7 19.9 20.3 20.8 21.0 22.0 22.0 22.1 23.5 24.1 24.3 24.9 24.6 24.9

20.3. 19.9 21.1 21.0 22.1 22.5 23.1 23.3 24.1 24.5 25.1 25.0

一

25.8 25.6 26.2

159 153 159 154 160 158 161 158 162 161 163 159 163 161 164

14.1 14.2 14.1 14.2 14.2 14.1 14.3 14.3 14.4 14.3 14.4 14.2 14.5 14.2 14.6

17.8 16.7 17.8 17.3 17.9 17.3 17.9 18.3 18.4 17.9 18.4 17.6 18.5 17.8 18.6

11.5 11.3 11.5 11.3 11.8 11.2 11.9 11.5 11.9 12.0 12.1 12.2 12.8 12.3 12.8

9.8 9.7 9.8 10.0 10.2 10.6 10.4 10.0 10.5 11.2 10.7 10.4 10.8 10.4 11.0

5.2 5.0 5.2 5.0 5.4 5.0 5.6 5.4 5.7 5.5 5.7 5.5 5.9 5.4 5.9

27.3 26.8 27.5 27.2 28.3 27.6 29.0 29.5 29.1 28.0 30.5 29.8 31.2 32.0 32.1
争

11.2 11.5 11.2 11.6 11.3 12.6 11.5 12.8 12.6 13.2 12.8 13.4 14.2 14.4 14.2

TheAmericanReviewofTuberclosisVoLXXXIII,No.4.1936

腸 結 核 ノ人 工 氣 腹 療 法

DavidSalkin:PneumoperitoneuminIntestinalTu・

berculosis

(ミ シ ガ ソ 州 立療 養 所 及 西 部 ヴ アー ジニ ヤ ホ卿 プモ ン

ト「サ ニ タ リ ウム」余 務)= "
結核性蛇二非結核性患者ノ安臥時及蓮動時呂於

ケル白血球像比較

E.M.Medlar:LeucocyticCounts(luringBed・Rest

ComparedwdithThoseduringExerciseinTuberc証L

ousandNontuberculousCases

(紐 育 「メ ト ロ ポ リ タ ソ」生 命 保 瞼 會 肚 内 ヒ ー ジ研 研 室)

肺 結 核 治 療 トシ テ ノ 雨 側 人 工 氣 胸

FrankH.℃ar血al1:BilateralArtificialPneumothorax

intheTreatme真tofPnlmonaryTuberpulosis



第10號 】 抄

テ キサス 州 ダ ラス

肺 結核 治 療 トシ テ ノ同 時=行7雨 側 人 工 氣 胸

療 法

JosephN.CorselloandRalphM.Bruckheimer=

BilateralSimultaneousArtificialPneumothoraxin

theTreatmentofPulmonaryTuberculosis.

紐 育 ニユ ー トソ紀 念 病 院

人工 氣胸 療 法 二績 獲 ス ル肋 膜 内滲 漏

T.1.Weisman:EffusionfollowingArtificialPneu-

mothorax.

噂サ ッ シユ セ州 ス ブ リソグ ブ イル ド病 院

肺結 核 二封 ス ル外 科 的 虚 置 ノ絡末 妓 果

PhilipB.Matz:TheEnd-resultsoftheSurgical

TreatmentofPulmonaryTubereulosis.

ワ シ ソ トソ在 郷 軍 人 會 病 院

肺結 核 ノ治療 ト シテ行 ノ・ル ・ 種 々 ノ手 術 的 虜 置 方 法

ハ近 年 二至 ッテ進 歩 著 シ 〃 且胸 腔 外 科 術 二封 シ テ選

バ〃 ・病 型 二就 イテ著 明 ナ改 攣 ヲ見 タル ガ故 二、將 來

ノ治 療成 績 ヲ過 去 ノ手 術 経 験 二立脚 シ テ 推 噺 ス〃 事

ハ不 當 デ アル。

肺結 核 ノ早期 二於 ケ ル理 想 的療 法 ノ・安 静 ト規 範 的 「サ

ナ トリウ ム」療 養 デ アル。 一 定 期 間 内 ニ カ ・ル 虎 置 ニ

ヨツ テ何 等病 状 ノ輕 快 が見 ラ レ ヌ 場 合 ニ ノ・該 患 者 ノ

病状 が外 科 的 塵置 二適 慮 ス ル ヤ 否 ヤ ノ問 題 が考 ヘ ラ

レ、適 磨 ス ル場 合 ニ ノ・夫 々特 殊 ノ適 當 ナ手 術 的 塵 置 ノ

型 力●選 揮 決 定 サ レル。

此鮎 二關 シ某在 郷 軍 人 會病 院 ノFales及Beaudetノ

経験 ハ注 意 二値 ス ル。 彼 等 ニ ヨ レ バ 肺 空 洞 治 癒 ニ ト

リ安 静 ハ人 工氣 胸 術 、胸 廓 整 形 術 若 ク ハ他 ノ外 科 的塵

置 方法 ヨ リモ重 要 デ アル コ ト ノ・彼 等 が只 安 静 丈 ケ デ

肺結 核 患 者 ノ空洞 ノ30-40%ヲ 治癒 セ シメ テ居 ル鮎

カラ見 テ明 デ ア ツテ 、彼 等 ハ空 洞 ヲ有 スル 肺 結 核 二於

テ病 竈 が全 ク退 行 性 攣 化 二昭 ツテ 居 ラ ズ 且 盤 温 ノ病

的 上昇 ヲ來 サ ヌ場 合 ノ・安静 コ ソ唯 一 ノ塵 置 デ ア ツ テ、

カ〃 シテ モ爾 治癒 傾 向 ガ全 〃見 ラ レ ヌ 時 二 初 メ テ人

工 氣胸 術 若 クノ・各病 症 二適 慮 ス ル 型 ノ外 科 的 虜 置 ヲ

選 プベ キ デ アル トシ テ居 ル。

然 シ他 方 或 人 々ノ・空洞 ヲ有 ス ル 肺 結 核 患 者 デ免 疫 反

慮 佳良 ノ者 ノ・直 二 胸 廓 整 形 術 等 ノ如 キ外 科 的 塵 置 ヲ

受 ケ テ差 支 ヘ ナ ク、安 静 モ 絵 リニ長 キ ニ失 スル ノ・貴 重

ナ時 間 ノ楓 失 デ アル ト言 ツ テ居 ル。

外 科 的虜 置 二適 懸 ス 〃 患 者 ヲ選 澤 ス ル場 合 ニハ外 科
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屠 ト内科屠 トノ協 力ガ必要 デア リ、且一定 ノ規 則 ニヨ

ッテ適感型 ヲ決定 ス ル ノ・可能ナルモ亦之 ノミデ ノ・充

分 デハナク、尚手術 ノ結果 良好 ノ経過 ヲ トル者 ノ中デ

更 二感染 スル者 トセ ザ ル 者 トノ割合 モ十分知 ツテ居

〃 コ トガ大切 デアルち

外科的塵置 ノ結果 ノ・適鷹症 ト シ テ選 バ レタ患者 ノ病

型及種 々ノ虜置上 ノ手技等 ノ諸 因子 ニ ヨツ テ 左右サ

ル ノミナラズ、5-10年 前 二施 サ レタ手術 ノ成績 ハ最

近2-3年 間 二行 ハ レタ者 ノ夫二比 シテ大 イニ異 リ、

年籔 ヲ経ル』從 ヒテ共数果 ノ減 ズ ル ヲ注 意 セネバナ

ラヌ。 爾各馨師 ノ治療成績 ・・患者 ノ分類、手術適 慮症

及手技 二關 シテ各人 ロ ヨ ツ テ 異ナル ヵラ極 メテ精密

ナ比較 ハ不可能デ アル。

此検索 ・・在郷 軍人會病院 二牧容 セラ レ タ 患者 中種 々

ノ外科的塵置 ヲ受 ケタ肺結核患者 ノ籔、結 核病型 ノ分

類、 肺病竈 ノ廣 サ、空洞 ヲ有 ス ル 患者撒 及空洞 ノ大

サ、空洞 二及 ボ シタ外科的塵置 ノ数果及外科 的塵置 ノ

肺結核 二封 スル終末数果 ヲ確 メ ソ ト シ テ 行 ツタ ノデ

アノレ。

被検患者総籔320名 デ彼等ノ・肺結核 二i封シテ横 隔膜

神経手術、胸廓整形術、肺臓剥離 術若 クノ・是 等 ヲ組合

セタ塵置 ヲ受 ケタ1924-1934二 至ル約10年 間病院 二

牧容観察 サ レタ。

是等 ノ中182名(56,9%)ノ ・前 二人工氣胸術 ヲ受 ケテ、

其数果 ヲ認 メラ レ或 ハ認 メ ラレナ カツタ者デ アル。

線数320名 中233名 ノ・横 隔膜紳経 術、80名 ノ・夫 々或

型 ノ胸廓整形術 、残 リ7名 ハ肋膜 内肺臓剥離術 ヲ受 ケ

タ。

是等 ノ終末数果 ヲ審査 ス ル ニ 當 テハ先 ヅ全 患者 中重

症301名 、 中等症16名 、輕症3名 デ、242名(80%)

・・雨側性病竈 ヲ有 シ、279名(87.2%)・ ・空洞 ヲ有 シ共

中161名 ・・直径2吋 若 クノ・ヨリ大 ナ 〃 空洞 デ アツタ

事 ヲ考慮二入 レテ オ〃事 ガ必要デ アル。

病竈 ヲ分類 スvバ 培殖 型50%、 滲 出型23%、 混 合型

17%、 肋膜 二病 竈 ヲ認メ タ者10%デ ァッタ。

成績 ヲ述 ブ レバ次 ノ様 デ アル。

1横 隔膜碑経捻 除術

此手術 ニヨツテ或不 快 ナ症状 が輕快 ス ル 場合 ニノ・必

ズ共数果 ハ 満足ス ベキモ ノデ、 特 二咳漱喀疲 ハ 減 少

シ、疲 勢及 呼吸困難 等 ノ症候 ガ 輕快 シタ。叉肺 出血

ヲ減少 セシメ或 ハ止血 セ シメノレ事 ガ出來 タ。

此療 法 ニヨツテ手術前空洞形成 ヲ詮明 シ得 ラ レタ48
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名 ノ全 生存 患者 ノ58.3%二 於 テ空洞縮 小或 ハ清失 ヲ

來 シタ。

233名 ノ患者 中63名(27%)・ ・最短5ケ 月 カラ最長6

年2ケ 月二亘ル観察期間後此研究 當時 二生存 シ、共 中

35名 ノ・病症輕 快 ノ度著 シキ 者或 ハ其徴 ヲ示 ス者 デ、

18名 ハ不攣、10名 ハig悪 ・yテ居 タ。

此 手術 ヲ受 ケタニ モ 拘 ラズ165名 ハ肺結核 ノ症状 悪

化 ノ結果死亡 シテ居 ル』

以上 ノ事實 笥リ考 フ レ バ 此手術 ハ患者 ノ生命 ヲモ救

ヘ ズ又壽 命 ヲ延 ス事 モ出來 ヌ が 故 二姑息的数果 ヲ目

的 トシテ行 ハル ・事 多 ク、カ ・ル場合 ニハ不快 ナ症候

ヲ輕快 セシムル ニ数 果 ガアツタ。

從 テ此 手術 ハ肺 結核 ノ比較的早期 二 行 フベ キデ後期

昌於 テハ避 〃ベ キ者デ ァル。

2胸 廓整形術

320名 中80名 ノ・此手術 ヲ受 ケタ。 是等 ノ患者 ヲ共病

竈 ノ廣 サニ ヨ ツ 憂 分類 ス し・バー側性 ノ病竈 ヲ有 ヌル

者30名 、雨側性病竈 ヲ有 スルモ輕症 ナJV-一一・側 ノ病 竈

ノ廣 サ が其肺 ノ三分 ノ・一 ヲ超 エヌ者25名 、 雨側 性病

竈 ヲ有 シ輕 症 ナ ル ー側 ノ病竈 モ其廣 サガ其肺 ノ三分

ノー ヲ超 ユル者25名 デアツタ.

病 勢 ノ進展 ヨ リ見 レバ80名 中中等度 ノ者3名 、重症

77名 デア ツタ。

空洞 ヲ謹 明サ レタ患者ノ・67名(83.7%)デ 是等 ノ中30

名 ハ空洞 ノ直径2吋 叉 ハ其 ヨリ大デ アツタ。

病 型 ヨ リ分類 スvバ 塘殖型37名 、滲 出型14名 、混

合型10名 、肋膜 ノ病竈圭 ナル者19名 デア ツタ。

此研究 當時生存 シテ居 タ患者 ハ27名 デアツタ。

此 手術 ニ ヨル最モ著 明 ナ数 果 ハ呼吸困難、疲勢及喀疾

量 ノ減少 デアツタ。

荷歴迫 セラレザノγ反側 ノ肺病竈 ニ ヨ ル 物理 的症候 モ

僅 カニ輕 快 ノ徴 ヲ示 シタ。

肺 ノ空洞 ヲ詮 明 セラ レタ生存 患者 ノ91.3%ハ 此 手術

一 ヨッテ空洞 ノ縮小 若 クハ完全 ナ消失 ヲ來 シタ。

生存患者27名 ・・最短4ケ 月 カラ最長8年 間二亘 テ襯

察 サv、ZF均 観察期 間ハ33.6ケ 月デアツタ。

此調査當時 二於 ケル生存 患者 ノ手術 ノ結 果 ハ27名 中

66.7%ガ 症状輕快 ・y33.3%ノ ・不 髪 デ、残 リ53名 ハ手

術 ヲ受 ケタニモ拘 ラズ病状 悪化 シテ死 ノ轄蹄 ヲ取 ツ

タ。

3肋 膜内肺臓剥離術

人工氣胸 ヲ行 ヘル患者 二於 テ 完全 ナ 肺臓萎縮 ヲ來サ
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ヌ場 合 ニ ハ先 ヅ肋 膜 内肺 臓 剥 離 術 ヲ 考 ヘ ネ バ ナ ラ ヌ。

Matsonハ 部 分 的 人 工 氣 胸 ヲ行 ツ タ 患 者 中45%・ ・此

手 術 二適 慮 ス ト 言 ヘ ル モ、0'Brienハ 殆 ド其 必 要 ヲ

認 メ ズ、Kremerノ ・8%、Pomplumハ14%ノ 患 者 三

施 行 シ タ。

著 者 ノ例 ハ320名 中7名 ノ重 症 患 者 デ、是 等 モ人 工氣

胸 ニ ヨ ツ テ完 全 ナ肺 藏 萎 縮 ヲ見 ナ カ ツタ ガ爲 二此 手

術 ヲ必 要 トシ タ者 デ アル。

此 手 術 ヲ受 ク タ例 鍛 少 ク シ テ 其 数 果 二 關 スル 結論 ヲ

學 グル 事 ハ控 ユ ベ キ デ ア ル ガ 報 告 シ得 ル6名 中4名

ハ 空洞 ノ消 失 、1名 ハ其 縮 小 ヲ來 シ タ が1名 ハ不 成功

二終 ツ タ。

7名 中3名 ハ此 調 査 當 時 二生存 シ タ ガ4名 ハ死亡 シ

テ居 タ。 是 等 患 者 ノ生存 期 間 ハ 最 長4年 間 、 最 短4.5

ケ 月 、ZF均31.6ケ 月 デ ア ツ タ。

総 ベ テ活 動 性 重 症 肺 結 核 患 者 ノ生 命 ハ 短 イ者 デ アル

事 ガ今E迄 示 サvテ 來 タ 。而 シ テ数 多 ノ研 究 者 ニ ヨツ

テ是 等 ノ患 者 ノ90%ハ 喀 疾 ヲ 見始 メ テ ヨ リ5年 以 内

二 「サ ナ ト リ ウム」若 クハ 外部 二 於 テ 治 療 ヲ受 ケ ツ'

死 亡.スル ニ至 ル 事 ガ 明 ニサ レテ居 ノレ。

然 ノレニ外 科 的 肺 臓 萎 縮 術 ニ ヨ ツ テ 前 述 ノ如 キ 患者 ノ

死 亡 牽 ヲ90%ヨ リi約70%二 下 ゲ得 ル トセバ此 手術 ノ・

大 イ ニ用 ヒ ラル ベ キ事 ヲ詮 明 ス ル 者 デ アノレ。從 テ現今

多 藪 ノ胸 腔 外 科 馨 蚊 二結 核 專 門 需 ニ ヨ ッ テ指 摘 サ 〃

ノレ様 二肺 結 核 ノ比 較 的 早 期 二 愼 重 』 適 磨 患者 ヲ選揮

シ テ改 良 サ レタ技 術 ヲ以 テ手 術 ヲ行 ヒ、盆 々其 数 果 ヲ

墨 ゲ テ肺 結 核 患 者 ノ死 亡 率 ガ 更 二 低 下 ヲ見〃 二至 ツ

タ ナ ラ バ重 症 肺 結 核 ノ 治 療 二 於 テ何 等 ノ躊 躇 ナ ク諸

種 ノ外 科 的 萎 縮 療 法 ヲ行 ヒ得 ル 様 ニ ナル デ ア ラ ウ。

(宇 多 野 、佐 藤 抄)

ドイ ツ ニ 於 ケ ル結 核 豫 防 事 業 二 就 イ テ ノ翻 察

H.E.Kleinschmidt:ObservationsonTuberculous

WorkinGermany.

結 核 ニ ヨ ル産 業 、 個 人 及 一 般 公 共 ノ脛濟 的損 失

AlfredSawyerandEdwardKarlRichard:TheCost

TuberculosistoIndustry,tooftheIndividualand

totheCommunityWilliam.

紐 育 ロ セス タ ー膣 科 大 學

他 ノ特種 ノ呼 吸 器 疾 患 ヲ 件 ハ ヌ100名 ノ結 核 罹 患勢

,働 者(紐 育 ロセ ス ター ノ ィ ース トマ ソ 「コダ ッ〃J會

杜)二 就 イテ2.5年 間 二亙 ツテ結核 ニヨル 諸費用 ヲ調

査 シ タ。 諸種 ノ費用 調査 事項 帥馨學 上 ノ費用決定事
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項、診療 二關スル 補助費用決定事項公私 ノ費用決定

事項二就 イテ 附記A二 巧妙 ナ 記録方法 ヲ述 ベテ居

ノレo

本 調査 二當 ツ テ ハ 患 者 ノ診 断 、虜 置 、退 院 後 ノ保 護 二

要 スル 費用 ノ ミナ ラ ズ、長 期 ノ勢 働 不 能 ニ ゴル 勢 働 賃

銀 ノ損 失並 二 患 者 ト接 働 ス ル 人 々 ノ調 査 上 要 ス ル費

用 モ必 要 ナ費 用 中 二含 メ タ。

ユ932カ ラ始 メ ラ レタ本 調 査 ニ ヨツ テ 得 タ重 要 ナ事 實

ノ、次 ノ如 ク デ アル 。

1)結 核 罹 患 ニ ヨ リ勢 働 不 能 ノ結 果 生 ジタZF均 損 失時

Hノ・595勢 働 日帥2ケ 年15週 デ ア ツ タ。

2)是 等100例 ノ治 療 二要 シ タ 費 用 総 額 ノ・40616200

弗 デ アツ タ。

3)各 例 二於 ケ ル準 均 費 用 ・・4062弗 デ ア ツ タ。

4)疾 患 ノ程 度 ヲ第 一 期(輕 症) 、 第 二 期(中 等 症)、 第

三 期(重 症)ノ 三 期 二分 ツ テ行 ツ タ調 査 ニ ヨル ト、疾 患

ノ各時 期 ニ ヨ ル 亭 均 費 用 ・・第 一 期3218弗 、 第 二 期

5578弗 、 第 三 期4061弗 デ ア .ツ,タ。

5)疾 患 ノ時 期 ニ ヨル各 例 ノ費用 最 高額 ・・第 一 期24508

弗、第 二 期15889弗 、 第 三 期16773弗 デ ァ ソタ。

6)疾 患 ノ時 期 ニ ヨル 各 例 ノ費用 最 小額 ノ・第 一 期311

弗 、第 二 期612弗 、 第 三 期114弗 デ ァ ッタ。

7)個 人協 力 者 ・・費 用 総額 ノ79.8%ヲ 員=旛 シ、 其 中

家 族 ・・63・2%(25690弗)ヲ 員 櫓 シ タ。 公 共 團 膣(會 費

維 持 ニ ョル)ハ20.2%ヲ 員 憺 シ タ。
　

8)個 人協 力 者 ハ調 査 二必 要 ナ 奉 仕 事i業 ノ79%ヲ 、

公共 團盟 及病 院 ハ21%ヲ 行 ツ タ。

9)100名(男51名 、 女49名)ノ 被 槍 者 ノZF均 年 齢 ノ・

31.3歳 デ ア ツ タ。

本調査 叉 ハ斯 カル 形 式 二 司 ル 同様 ノ分 析 ヲ完成 ス ル

ニハ1 、 一 定 年 限 ヲ通 ジ テ 直接 観 察事 項 ヲ年 代 順 二

記 裁 シタ精 確 ナ報 告 、2、 理 解 力 二富 メ ル適 當 ナ人 員

及彼 等 ノ協 力 、3、 本 調 査 二 關係 アル 総 ベ テ ノ人 々及

團 盟。 病 院 ノ完 全 ナ協 力 帥 一般 ノ理 解 が 絶 封 二必 要

デ アル。尚 本 調査 二於 ケ ル 精細 ナ記録 ヲ 求 ムル 人 々 ノ

爲 二論 丈 ノ終 二表 ヲ掲 ゲ テ アル。(宇 多 野 、 佐 藤 抄)

棲 結 菌 二封 ス ル 安債 ナ ルー 合 成 液 睡 培 養 基

SamWongandTohnWeinzirl:(ワ シ ソ トソ大 學)

AnInexpensiveSynthetjcMediumforGroowing

MycobacteriumTuberculosis

τツベル ク リソ
Jヲ 得 ル 目 的 二從 來 用 ヒ ラ レタ合 成 液

盟 培養 基 ・・Long及Seibertニ ヨル 者 デ窒 素 ノ根 元
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トシテ 「ア ス パ ラギ ソ」ヲ使 用 シタ。

然 ル ニ 「アス パ ラ ギ ンJ・ ・1封 度 ノ 債25弗 デ大 量 ノ

「ツ ベ ル ク リ ソ」ヲ得 ル爲 ニ ノ・頗 ル 高 債 ナ培 養 基 ヲ使

用 セ ネ バ ナ ラヌ。 故 二安 債 デ 且 結 核 菌 ノ獲 育 早 ク旺

盛 ナ者 ヲ以 テ 「アス パ ラ ギ ソJ二 代 ヘ ル 爲 二Wherry

(1913)ノ ・「盤 化 ア2sモ ニ ウ ムJ、Merril(1931)ノ ・「硫 化

ア ムモ ニ ウ ム」ヲ窒 素 ノ 根 元 トシ叉Walker及Day

(1914)・ ・「含水 第 二 燐 酸 ア ムモ ニ ウ ム」ヲ 窒素 及 燐 ノ

根 元 トシ テ用 ヒタ ガ是 等 ハ 総 テ 「アス パ ラ ギ ン」 二劣

ツ テ 居 タ。故 二 近 時 「アス パ ラ ギ ソ」ヲ 使 用 セ ヌ者 ハ

Henley及LeDucノ ミデ、 彼 等 ノ・各 種 ノ酸 ノ 「ア ム

モ ニ ウ ム」盤 類 中林 檎酸 「ア ムモ ニ ウ ム」 ノ ミ・・「アス

パ ラ ギ ソ」ノ代 用 トシ テ使 用 ス ル ニ 足 ル数 果 ガ アル 事

ヲ認 メ、倫ニ ソ レー ハ糖 類 中葡 萄 糖 ハ結 核 菌 培 養 基 二

加 ヘ テ充 分 ナ数 果 ガ アル ノ ヲ確 メ タ ノデ、彼 等 ノ合 成

液 艘 培 養 基 二於 テ ・・窒 素 ノ根 元 トシテ 林 檎 酸 「ア ムモ

ニ ウ ム」ヲ用 ヒ、 其 他 ノ必 要 ナ 成 分 ノー トシ テ葡 萄 糖

ヲ加 ヘ タ。

並 二於 テ著 者 等 ・・此 培 養 基 二就 イ テ 反 復 實験 ヲ行 ツ

タ カ'、共 加E滅 菌(autoclaving)中 葡 萄 糖 内 二不 明 ノ

物 質 ヲ生 ジ、水 素 「イ オ ソ」濃 度 ハ過 度 二培 強 シ、 且 燐

酸 魎類 ノ沈 澱 ヲ生 ジ テ結 核 菌 ノ登 育 ヲ 阻 害 ス ル爲 二、

満 足 ナ結 果 ヲ得 ナ カツ タ ノデ 、他 二適 當 ナ培 養 基 ヲ作

ラ ウb努 力研 究 ノ結 果pソ グ及 ザ ィバ ー ト ノ培 養 基

ヲ改 墜 シ テ最 適 當 デ 安 債 ナ 合成 液 髄 培 養 基 ヲ得 ル事

二成 功 シ タ ノデ拉 二提 示 ス ル 者 デ アノレ。

培 養 基

林檎酸 3.00g

10%水 酸 化 「ア ム モ"ウ ム」溶 液 ・…12.OOaα

拘撫 酸 「ア ムモ ニ ウ ム」5.00g

第 一 燐 酸 「カ リウ ム」6.009

無 水 炭 酸曹 達2.009

盤 化 「ナ ト リウ ム」2.009

硫 化 「マ グ ネ シ ウ ム」1.00g

杓 縁 酸 鐵 「ア ムモ ニ ウ ム」0.059

「クbリ セ ロー ノ1/」50 .OOqa

蒸 鯉 水(加 至)1000.OOα α

純 粋 結 晶 ヨ リ作 ツ タ20%葡 萄 糖 溶 液10.009ヲ 滅 菌

後 此 培 養 液 二加 ヘル 。

加 踵 滅 菌 ノ・20封 度 ノ】堅力 ノ 下 二15分 間 行 ヒ、 最 終

PHハ 約7.0ト シ タ。

著 者 等 ・・此 培 養 基 ヲ ロ ソグ及 ザ イ バ ー トノ者 ト比較
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スル爲 二人型結 核菌H37ヲ 雨培養 基 二培養 シ其登育

状態、培養 ニ ヨツテ得 タ「ツベノレ〃 リソ」並 二雨培養基

作成 二要 ヌ ル 費用 二就 イテ比較検 討 シタ結果次 ノ事

實 ヲ認 メタ。

1)結 核菌 ノ最 高螢 育 二要スル 時 日ハ著者等 ノ培養 基

二於 テハ24日 、 ロ ソグ及 ザイバー トノ培養 基 二於 テ

ハ49日 ヲ算 シタ。 即前者 ・・後 者 ノ牛籔 ノ時 日ヲ以 テ

同程度 ノ最高曇 育 ヲ來 ス者デ アル。

2)結 核菌 ノ獲 育速度 ヲ精 密 二比較 スル 爲 二夫 々培養

3週 間後 ノ培養 液中 ノ類蛋 白質量 ヲザイバー ト法 ニ

ヨツテ測定 シタ結果、培養液1立 中著者等 ノ培養基 二

在 テノ・67.4mg,ロ ング及 ザ ィバー トノ者 デ ハ27.Omg

デ アツタ。

尚結核菌 量 二關 シテハ培養液200aα 中著者等 ノ培基 液

二於 テノ・2.079,ロ ソグ及 ザ イ2〈.一.トノ者 二 於 テノ・

1・409ヲ 謹 シタ。帥結核菌 ノ登 育速 度 ・・著 者等 ノ培 養

基 二於 テ ロソグ及 ザイバー トノ者 ヲ遙 二凌駕 シタ。

3)結 核菌 培養基 カラ得 タ 「ツベル ク リソJハロソグ汲

ザ ィバー トノ培養 基 カ ラ得 タ「ツ ベル ク リソ」ト明二

同質 デア ツテ、夫 々0・005mgヲ 以ツテ シタ結核性滴

猿 二於 ケル 「ツベル ク リソ」反雁iハ 雨者共全 ク同一反

磨 ヲ示 シタ。

4)著 者等 ガ本實験 二用 ヒタ人型結核菌 ノ ミナ ラズロ

ソグ及 ザイバー トノ培養基 二 獲 育 セシムル ヲ得 タ綻

テ ノ結核菌株及共他 ノ細菌 モ 亦 同様 二著者等 ノ培養

基 二於 テ旺盛 ナ蛋育 ヲ示 シタ。

5)重 要ナル 目的 ノー デアル培養液 製作費用 二 關 シテ

ハ、培養液1立 二就 テ著 者等 ノ培養 液 ハ10仙 、 ロン

グ及 ザイバー トノ者ハ36仙 ヲ要シ著者等 ノ者 ハロソグ

等 ノ夫 ノ約 三分 ノー 二相當 ス ル が故 二著者等 ノ目的

ヲ全 ウスル ヲ得 タ。(京 都字多野、佐藤抄)

AmericanReviewofTuberculosisVo1.XXXIII.No.5.1936

「モ ルモ ッ ト」ノ結 核 病 因 トシテ ノ慢 性 「ビ タ ー ミ

ン」C訣 乏 ノ役 割

MeridianR.Greene,MorrisSteinerandBenjamin

Kramer:TheR61eofChronicVitamin℃Deficinency

inthePathogenesisofTuberculosisintheGuinea

Pig'

「ビタ ー ミ ソ」C鉄 乏 ガ臨 抹 的 二 壌 血 病 ノ症 状 群 ヲ呈

シ叉 實験 的 二該 疾 病 ヲ惹 起 シ得 ル コ ト ノ・從 來 知 ラ レ

テ居 ル。

吾 人 ノ食 餌 中 ニ モ 「ビ ター ミソ」含 有 量 二部 分 的不 適

當 ノモ ノ が ア リ、叉 是 等 「ビ タ ー ミ ソ」ノ慢 性 鉄 乏 ガ細

菌 感 染 ニ ヨル疾 病 経 過 二 如 何 ナル 影 響 ヲ與 フル カバ

極 メ テ興 味 アノレ問題 デ アル。

就 中 「ビ タ ー ミ ソ」Cノ 完全 及 ビ 部 分 的 鉄 乏 が 結 核 二

i封ス ル 低 抗 二如 何 ナ ル数 果 ヲ及 ボ ス カ ニ 就 テ ノ、種 々

研 究 サ レテ居 ル。

Prausnitz及 ビSc●iff・ ・壊 血 病 「モル モ ッ ト」二結 核

ヲ登 病 セ シ メ ソ ノ 「ツ ベ ル ク リソ」反 慮 ノ弱 メ ラ レ或

ノ・陰 性 トナル ヲ報 告 シ、Leichtenritt,Heymann及 ビ

Basu等 ・・結 核 動 物 ヲ「ビタ ー ミソ」C鉄 乏 食 ニ テ飼 育

ス ル 時 ・・ソ/生 存 期 間 ノ短 縮 、死 亡 卒 ノ増 加 ヲ認 メ、

Mouriquand,Dochaix及 ビDosdat等 ノ・「モ ノレモ ソ ト」

二於 テ 「ビ ター ミ ソ」C鉄 乏 食 が 結 核 経 過 ヲ 促 進 セ シ

メ ル ヲ認 メ、McCarrison,Makie及 ビChitre等 ・・

壊血病 動物 ノ十二指 腸 二潰瘍形成 ヲ認 メ、顯微 鏡的 ニ

ハ粘膜層 ノ萎縮壌死攣 化及 ピ絨毛構造 ノ清失 セラル

ヲ報告 ジ、 近年McConkey及 ビSmith等 ・・「ピタ

ー ミソ」Cノ 部分 的鉄 乏食 ニ テ 飼養 セラレタル「モル

モ ッ ト」二結核性喀疾 ヲ與ヘル トキニハ潰瘍性結核 ノ

形 成 サルル ヲ報告 シテ居 ル。

著 者等 ハ實験 ノ結果次 ノ事 ヲ報告 シテ居ノレ。'

1、 進行性結核 二件 フ慢 性 「ビター ミソ」鉄乏 ハ「モル
ゆ

モ ッ ト」ノ生存期 間 ノ短 縮及 ビ饅重減少 二重大 ナル意

味 がアル。

2、 慢性壌血病動物 二非毒 性結 核菌 ヲ注射 スルモー般

性結核 ヲ惹起 セズ。

3、 培養 セル毒 性菌及 ピ結核性喀疾 ヲ以 ツテ動物 ヲ皮

下及 ビ清化 器経過 ヨ リ感染 セシ ム ル 時 ニー般 結核 ノ

獲展 ハ非壌 血病 動物 二於 ケ 〃 ヨリ慢 性 「ビター ミソi

鉄乏動物 二於 テ著 シ。

4、 結核 菌 ニテ虎置 セル 「モ ルモ ッ ト」ノ腸管内 二於ク

〃損傷及 ビ潰瘍 ノ蛮展 ハ 完全食 ヨ リ「ビター ミソ」℃

ノ部分的鉄乏食 ヲ與 ヘル時 二著 シ。

5、 結核性喀疾 ニテ感 染 セシメタル動物 ノ腸 管内結核

ノ登展及 ビ塘悪 ノ程 度ノ・純 培養結核菌 ニ テ 塵 置 セ〃

モ ノ笥リ大 ナ リ。(字 多野、宮田抄)

兎二於テ静脈 内二注射セ ル 「レシシン」ノ結核二

劃 スル数果
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EdnaH.Tompkins:TheEffectsofIntravenous

lnjectionsofLecithinonTuberculosisintheRabbit

結 核 二於 テ類 上 皮 細 胞 及 ビ巨 大細 胞 ノ 出現 二 就 テ ハ

種 研々 究 サ レテ居 ル 。

Cunningham,Sabin,Sugiyama,Kindwal1,Camp,

ILuton,Tompkins等 ノ・各 々結 核 兎及 ビ 「モ ル モ ツ ト」

三就 テ軍 核 巨大 細 胞(Monocyt)ヨ リ類 上 皮細 胞及 ビ

大 細胞 ノ獲 展 或 ハ 循 環 血 液 中 ノ軍 核 巨大 細 胞 ノ墳加

ヲ認 メ、Tompkins及 ビCuninghamノ ・結 核 ノ際 ニ ノ・

箪 核 巨 大系嘲包 ヨ リ ト 同様 ラ ソ ビー ル 氏結 締 織 細 胞

(Clasmatocyt)ヨ リ類 上 皮 細 胞 ノ登 生 ス ル コ ト ヲ報 告

シ テ居 ル。然 シ上述 ノ コ トハ結 核 ニ ノ ミ特 有 ノ現 象 デ

ナク異 物質 ヲ組 織 内 二注 入 ス ル時 ニモ惹 起 サ レル。

著 者 ・・卵 黄 ヨ リ取 レ・ル 「レシ シ ゾ」ノ乳 剤 ヲ兎 ノ静 脈

内 二反 復注 射 ス ル 時 ・・ソ ノ輩核 巨 大 細 胞 ノ循 環 数 ノ

塘 加 ヲ認 メ、 叉 牛 型 菌 ブ 以 テ 虜 置 セ ル兎 ノ静 脈 内 ニ

ソノ前 後 二「レシ シ ソ」注 射 ヲ行 フ時 ニ ハ 實験 的 二標

準 動物 ヨ リ肺 部損 傷 ノ早 キ治 癒 ヲ認 メ、菌 接 種 後 二行

フ「レシ シ ソ」ノ静 脈 注 射 ハ標 準 動物 ヨ リ生 存 期 間 ヲ

長 カラ シメ胸 部 損 傷 ノ 恢 復 及 ビ 早 期 治癒 ヲ來 ス ト報

告 シテ居 ル。(宇 多 野 、 宮 田抄)

結 核性 空 洞 ノ力學 及 ビ生 物 學 二就 テ

Po1.N.Coryllos:TheMechanicsandBiologyof

TuberculousCavities.

結 核 ノ教授

E.Rosencrantz:TheTeachingofTuberculosis.At

theUniversityofCaliforniaMedicalSchoo1.

膿 内結 核 菌 ノ態 度 二就 テ

StudiesontheBehaviorofTubercleBacilliWithin

theBody.

1.健 康 動 物 ノ皮 内 二注 射 セ ル 毒 性 及 ビ非 毒 性 結

核 菌 ノ運 命 二 就 テ

H.J.CorperandMauriceLCohn:TheFateof

VimlentandAvirulentTubercleBacilliInjected

IntracutaneouslyintoNormalAnimals.

著 者 ハ種 々 ノ培養 結 核 菌 ヲ 「モ ル モット」、兎、鼠 及 ビ犬

ノ皮 内 二注 射 シ テ 菌 ノ 培 加 及 ビ櫨 大度 ヲ槍 査 シ テ居

ノレ。

浮游液中菌 ノ分離 ヲ 良好 ナラシム爲 二 〇.5%牛 鵬酸

「ナ トリウムJヲ用 ヒ
、注射位置決定 ノ目的 二5%印 度

「イソ〃Jヲ使用 シ
、注射 ニハ毒性人型結核菌、非毒 性

人型菌、毒性牛型及 ビ鳥型菌 ヲ用 ヒタ。
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非 毒 性 及 ビ特 殊 動 物 二封 シ テ 非 病 源 性結 核 菌 ノ少 量

ノ注 射 ニ テ ノ・接 種 位 置 ノ消 失 ヲ來 ヌ傾 向 ヲ有 シ、大 量

注 射 ノ際 ニ ソ ノ位 置 ニ カ ナ リ長 ク且 ソ無 反 磨 的 二滞

溜 ス。

毒 性 結 核 菌 ヲ注 射 ス ノレ時 二・・該 部 二菌 ノ 増 加 ヲ認 ム。

11.自 ε二 接 種 冤 疫 トセ ル 「モ ルモ ツ ト」 ノ皮 内 二 注 ・

射 セ ル毒 性 及 ビ非 毒性 結 核 菌 ノ運 命 二就 テ

H.J.Corper,MauriceLCohnandDamerow:The

FateofVirulentandAviulentTubercleBacilli

InjectedIntractaneouslyintoImmunePreviously

InoculatedGuineaPigs.'

生 菌 及 ビ加 温 死 滅 セ シ メ タ ル 毒 性 及 ビ非 毒 性 人 型菌

ヲ豫 メ 「モル モ ッ ト」ノ静 脈 及 ビ皮 内 二接 種 シ、次 デ 同

種 生 菌 ノ種 々稀 繹 量 ヲ以 テ再 感 染 セ シメノレ。

毒 性 菌 ノ再 感 染 量僅 少 ノ際 ニ ハ 前塵 置 動 物 ト非 前 虜

置 動 物 ト ノ間 ノ差 ノ・少 イが、反 慮 ニノ・著 シ イ差 ガ ア ツ

テ、再 感 染 ノ際 ノ反 慮 ハ生 菌 ヲ以 テ 前虜 置 セル モ ノヨ

リ死 滅 菌 ヲ以 テ セ ル方 が著 シイ。

非 毒 性 菌 ニ テ再 感 染 セ シ ム ト前 庭 置 動 物 ニ テ ハ結 核

ノ振 大 ヲ阻 止 ス。

IH・ 「毛 ル モ ット」二於 ケ ル 毒性 結 核 菌 ノ局 所 皮 虐

及 感 二 就 テ

H.J.Corper,A.P.DamerowandCohn:The

LocalCutaneousReaktiontoVirulcntTu「bercle

BacilliinGuineaPigs.

毒 性 ノ人 型 及 ビ牛 型 菌 ヲ 「モ ル モ ッ ト」 ノ皮 内 二連 績

注 射 スル ト皮 膚 損 傷 ノ模 様 ガ 、初 感 染 後 ノ者 デ ノ・一 定

ノ異 ナ ノV相 ヲ同 轍 順 二呈 ス ル 者 デ ア ル。

初 感 傷 ノ皮 膚 損 傷 ノ、毒 性 菌0.000001mgノ 如 キ少 量

デ モ起 コ ル が、一般 二言 ヘ バ損 傷 ノ・菌量 ト毒 性 トニ 關

係 ス ル 者 デ アル。

牛 ケ 月 ノ間隔 ヲ置 イテ 反 覆再 感 染 セ シ メ ル 時 二皮 膚

反 慮 ノ・漸 次 弱 メ ラ レ時 ニ ノ・全 ク皮 膚 反 鷹叉 ハ損 傷 ヲ

作 ラ ヌ コ トモ アル。

斯 様 二防 禦 力 ・・注 射 同 鍛 ヲ重 ヌル ニ 從 ッテ培 シテ行

ク ガ、初 感 染 ニ ヨル 皮 膚 損 傷 ニ ハ何 等 ノ影 響 ヲ與 ヘ ナ

イ者 デ、只 初 感 染 ニ ヨ リ皮 膚損 傷 が振 大 ス ル如 キ状 態

二封 シ テ ノ・防 禦 力 ヲ示 ス 者 デ アル 。

IV.非 毒 性 結 核 菌 二封 ス ル 皮 虐及 麿 及 ビ冤 疫 呂

就 テ

H.」.Corper,M.LCohnandA.P.Damerow:The

CutaneousReaktiontoAv亘rulentTubercleBacill▲
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andImmunity.

非毒性 人型 ノ生菌叉 ・・BCGヲ 皮内 二 注射 スル ヨ リ

モ同種 ノ死滅 菌 ヲ用 ヒル時 ノ方 ガ皮膚反慮 ハ強 ク、注

射 ノ結果兎及 ビ犬 ニ テ ハ「モルモ ット」二於 ケル ヨ リ

大 ナル結 節 ヲ生 ジ、 コ ノ最大数果 ・・約3-4週 間 ニテ

完成 サ レ普通10週 間以内 二清失スル。

非毒性人型及 ビ 牛型結核菌 ヲ「モルモ ッ ト」ノ皮 内 二

接種 シ1-3ケ 月 ヲ経 テ毒性 人型及 ビ牛型結核菌 ノ相

當量 ヲ皮内 二注 射スル時 二生 ズ ル 皮 内攣i化・・死滅 菌

ニテ前庭 置 セルモ ノコ リ非毒 性菌 ノ生菌 ヲ以 ツテス

ル方 ガ阻止作 用強 ク、叉 同様/差 異 ハ免疫 「モルモ ッ

ト」ノ臓 器結核 ノ螢展 ノ阻止サ レル コ トニモ認 メ ラレ

ノレ。

V.毒 性菌ヲ注射セル動物二於ケル非毒性結核菌

ノ接種数果二就テ

H・J・Corper,A・P・pamerowandMauriceC.Cohn:

TheEffectoftheInoculationofAvirulentTubercle

BacillionSubsequentVirulentInfectioninAnimals

相 當大 量(5mg)ノ 非 毒 性 人 型 及 ビ牛 型結 核 菌浮 游 液

ヲ 「モ ル モ ッ ト」兎 及 ビ 犬 ノ 静 脈 内 二注 射 ス ル時 ニハ

脾 臓 ノ腫 脹 ス ノヒヲ認 メ ノレ が 善 通 粗 槌 ナ結 核 性 攣 化 ナ

ク消 失 ス。

非 毒 性 人型 及 ビ 牛 型 結 核 菌 ヲ 「モ ル モ ッ ト」ノ皮 内、

皮 下 及 ビ静 脈 内 二豫 メ 接 種 シ後 二 毒 性 人 型 及 ビ牛 型

菌 ヲ注 射 シ テ モ ソ ノ登 展 ヲ阻 止 ス 、然 ル ニ 同量 ノ非毒

性 及 ビ毒 性 菌 ノ加 温 死 滅 セ ル モ ノ ニ ハ 上 述 ノ数果 ナ

シo

「モル モ ッ ト」二於 ケル免疫数果 ノ・非毒性 生菌 ヲ注射

シテ肉眼的 二結 節 ノ登生 ヲ認 メル時 ヨ リ初 マル。

(宇多野、宮田抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXXm.No.6.1936

海 狸 ノ實 験 的 吸 入結 核 二封 ス ル 光 ヲ加 ヘ タ ル牛

乳 ノ敷 果

DavidF.LoewenandNVm.H.Oatway,Jr:The

EffectofIrradiatedMilkonExperimentalInhalation

TuberculosisinGineaPigs.

實 験 的 結 核 過 敏 症 性 漿 膜炎 及 其 ノ 人 類 多 護 性 漿

膜 腹 炎 トノ關 係

TaskerHowardandJ.ArnolddeV(でr:Experi

mentalTuberculousAllergicSerositisandItsRelati-

onshiptoHumanPolyserいitis.

人 間 ノ慢 性進 行 性 多 猶 性 漿 膜 炎 ノ猶 生 機 轄 ヲ 結 核 ノ

過 敏 症 ト想 定 シ テ海狽 ヲ 用 ヒテ 實 験 シ タ モ ノデ アル 。

帥 チ豫 メ鼠 瞑 部 皮 下 二結 核 菌 ヲ接 種 セ ル 海 狸 ノ漿 液

性 艦 腔 内 二蕉1ツ ベル ク リ ソ」ヲ注 入 シ テ 各 漿 膜 炎/

獲 生 ノ有 無 或 ノ・共 模 様 ヲ 剖 検 的 及 組 織 學 的 二調 ベ タ

結 果 、先 ヅ結 核 海瞑 ノー 漿 膜 腔 二 「ツ ベ ル ク リン」ヲ注

入 ス ル ト、数 個 ノ漿 膜 腔 二漿 液 性 滲 出 ヲ來 ス事 が明 ニ

ナ ッ タ。 例 ヘ バ輕 度 二感 染 セル 動 物 ノ腹膜 腔 内 二 「ッ

ベ ル 〃 リソ」 ヲ繰 返 シ注 入 ス ル 事 ニ ヨツ テ著 明 ナ ル繊

維 性 心i嚢炎 ヲ惹 起 シ、輕 度 ノ腹 膜 腔 内繊 維 様 攣 化 ヲ將

來 ス ル。 叉 輕 度 二感 染 セ ル 動 物 ノ肋 膜 腔 内 二繰 返 シ

1ッ ベ ル ク リ ソ」ヲ注 入 ス ルSt・… ヨ ツ テ 慢 性 繊 維 性 肋

膜 炎 ヲ惹 起 ス。次 二結 核 が重 症 デ アル 程 過敏 症 性 漿 膜

炎 モ廣 範 園 二亙 リ且重 篤 デ アル 。

臨 林 的 二見 ル人 間 ノ多 登 性 漿 膜 炎 二於 テ ハ癒 著 ヲ見

出 ス 事 ガ屡 くデ ア ル ガ、本 實 験 二於 テ ・・稀 デ アル。 荷

實 験 ヲ進 メ テ共 關 係 ヲ究 明 シタ イ ト言 ソ テ居 ル。

(宇 多 野、 内 藤 抄)

結 核 菌 ノ分 離 特 二鳥 型 及 人 型 菌 二 就 テ ノ研 究

E.Alexander-Jackson:StudiesontheDissociation

ofTubercleBacilliwithSpecialReferencetothe

AvianandHumanTypes.

人 型 結 核 菌 ノS聚 落 ヲ得 ル ヲ 目的 トシ タ 仕 事 デ アル。

S聚 落 トハ普通 圓形 デ圓 滑 ナ ル 邊 縁 ヲ有 チ凸 形 デ光

澤 ヲ呈 セル 聚 落 デ ア ツ テ 生理 的 食 臨 水 二容 易 二均 質

浮 游 ヲ作 リ得 ル モ ノ ヲ言 フ。此 反 封 ノ者 ・・R聚 落 ト名

付 ケ ラ レル。三 株 ノ人 型 菌 ヲ何vモ 完 全 二Rカ ラS二

分 離 シ、 純 粋 培 養 ス ル 事 ガ 出來 タ。 共 方法 ・・Bordet・

Gengouノ 培 養 基 二 聴 化 第 二 鐵 ヲ0.0004%ノ 割合 二

加 ヘ タ者 ガ最 モ適 當 デ ア ソ タ。牛 型 及 鳥型 結 核 菌 二於

テ モS聚 落 ハ得 ラ レ、共 形 状 ハ人 型 菌 ノS聚 落 二sグ

似 テ居 ル。

Bordet-Gengouノ 培 養 基 二於 テ 充分 ナ ル 血 液 が鉄 ケ

テ居 ル 場 合或 ・・Longノ 培 養 基 二 「〃 リス タ ル ヴィオ

vッ ト」ヲ加 ヘ タ場 合 、S聚 落 ノ形 成 ハ障 碍 サ レル。

即 チ 「ク リス タル ヴィオ レット」ハ0.01%デ 鳥 型 菌 ノ、

0。001-0.0001%デ 人 型 菌 ノS形 成 ヲ障 碍 ス ル。

次 二人 型 及 鳥 型 菌 二 就 テ 同 …菌 株 カラ ノS及R聚 落

ノ事 カ ラ比 較 賓 験 シ テ見 タ虜 、R二 因 ル 病 竈 ハ概 ネ限

局 性 デ石 灰 化 シ、 肉眼 的 ノ大 サ ヲ 持 チ、 比 較 的 僅少
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ノ菌 ヲ有スル傾 向 がア リ、S二 因,レ者 ・・前者 二比 シテ

瀟慢性且炎衝性デ顯微鏡 的大 サ或 ハ其 二近 〃、共含有

スル菌数 モ比較的大 デアル。叉之 二試験 動物 ノ現 ス症

候 ヨリ見 ルモS聚 落 二因ル者 ノ方 ガ 病状並 二衰弱 が

著明デアツテ、同株 ノRヨ リノ・幾分毒 性 ノ強 イ事 ヲ思

ノ・セル。最 モ毒力 ヲ異 ニスルニ株 ノ場合 ノ・Rノ 方 が

毒性 ガ強 イ事 モアル。

次二結核 患者 ノ血清 ニ カ ・ル分離作用 がアル カ ドウ

カヲ槍スル爲 二豫後佳良 ナ リb思 ハノレ・患者7名 、豫

後不良ナ リb思 バ レル患者6名 、封 照bシ テマ ソツー

陰性ナル健康成人1名 、BCGヲ 以 テ免疫 セル小見2

名、明 ニマ ソツー陽性 ナル モ 外見上健康 ナ〃成人 ノ

1名 ノ血清 ヲ10%ノ 割合 二「グ リセ リソ」馬鈴薯培養

基二加へ、Bordet・Gengou培 養基 ノ基質 ト シタ。共

結果 ハ豫後不良 一 属 スノレ1名 及 マ ソソー陽性 ナルモ

外見上健康 ナ リシ封照1名 ノ血清 ノミガRヨ リSヲ

分離 シ得 タ。参考實験 ニ ヨレバ此能力 ト補艘結合 反慮

トノ間ニノ・何 等 ノ關係モ認 メラ レナイ。叉動物實験 デ

人型菌H37ノ 蛋 白質部分M.A.100ヲ 以 テ 免疫 セ

ル2匹 ノ家兎 ノ血清 ノ・人型菌H3及H37ヲ 分離 シ得

ナイ事 ガ分 ツタ。 此R聚 落 ヨ リS聚 落 ヲ 分離ス7レ機

榑 二就 テ著者 ノ・接働作用 ヲ想 定 シテ居 ル。

(宇多野、 内藤抄)

結核 二劃ス ル包含的 診断標準試案

C.A.Stewart:TentativeComprehensiveDiagnostic

StandardsforTuberculosis.

最初 二此i著二就 テ奇異 二見 ヱ ル 事 ハ引用文献 ガ線 テ

米國 ノ物 二罵 ジ、蜀 國 ノ文厭 が皆無 デアル事 デアル。

著者 ハ結核 患者 ノ分類 ノ最 モ實際的 ナ物 トシテ次 ノ

様ナ提案 ヲ試 ミテ居ル。

1:初 感染型結核(初 感染結核)

A:X線 ニ ヨリ詮明 ・y得ザル場合

B:X線 ニヨリ謹 明 シ得 ル場合

1:胸 腔内初感結 核(NationalTuberculosisAsso

ciation(1935)ノ 診断標準 ニ ヨル小見型結核)

2:腹 腔 内初感結核

3:頸 部初感結核

4:以 上 ノ他 ノ部分 ノ初 感染結 核

皿、重感染或 ハ再感染型結核(績 登性結核)

A:重 感染或 ハ再感染型肺結核

1:肺 瘍(上述 診噺標準 ニ ヨ ル 成人型結核一輕微

ナルモ 人 相當進行 セル モ ノ、 著 ジク進行 セ
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ルモ ノ),

2二結 核性肺 炎

3:粟 粒結核

B:他 臓器結 核

C:骨 及 關節結核

D:漿 膜結核

E:皮 膚結 核

F:其 他雑多 ノ再感染型結核

1935年 二NationalTuberculosisAssociatonデ 決定

サ レタ診断標準デ ノ・結核 ヲ小 見型 ト成人 型 トニ分 チ

テ居 ル ガ、此用語 ハ必 ズシモ適切 デナ 〃、 叉X線 診断

ノ・決 シテ絶封的 ノモ ノデナイ シ、包 含的且系統 的分類

ニハ適 シテ居 ナイ ト著者 ハ言 フ。次 イデ著 者ハ結核 ノ

蛮生粒 二登展 二就 テ次 ノ様 二表示 シテ居 ル。

1、 初感染型結核 ノ登展

病期

11

初感染 ハ直 二菌 ノ振散 ヲ件 フ。
中性 白血球 が菌 ヲ貧食 シ、且数

無 症 状 前 「ア レル
ギ ー」期(3-8週

間)

2

「ア レル ギ ー」早 期

(2年 間)一

3

「ア レル ギ ー」晩期

(多 年)

治 癒

4

多 ノ焦鮎 二菌 ヲ集 メノレ。 「モ ノ
チーテ ソ」ガ現 レ テ 中性 白血球

及菌 ヲ貧食ス。次 イデ 「モ ノチ
ーテ ソ」 ハ類表皮細胞 二攣化 ス

ル(結 節)

2

登熱、 「ツベル ク リソ」過敏症、
一一過性症状、乾酪 化 ノ登 現。
病竈 ガ「フイル ム」上 二見得ル様
ニナル。病竈 ハ藪ケ 月二亙 ソテ

略 く停止状 ヲ保 ソ。 最後 二緩慢
ナル溶融 が初 マ リ次期 二移行ス
ノレり

3

結締織 化或 ノ・石灰化。初感染病
竈 ノ骨膜 化蚊 二血管再生 ガ起 リ
得 。但毒 性菌 ノ・轍年 二亙 ツテ病
竈 中二生存 ス。

4

結核菌 ノ死滅及 「ツベル ク リソ」
過敏症清失 ハ初感染結核 ノ完全
治癒 ヲ決 定スル。但 人間 ノ生涯
二於 テ此事 ハ起 ラナ イデアラ ウ

2、 再感染型結 核 ノ登 展

病期

1

初感染 ヨ リノ移行
期(必 須條件)

病 攣

1

初 感染 型 結 核
'1

「アV7Vギ ー」→ 「ア レ・ノレギー」

早期(病 竈 比 較 晩 期(病 竈 古

的 新 シ)シ)
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2

内因性或ハ外因性
再感染期

1
再感染結核 ハ初感染結核 ノ何 レ
ノ豪展 時期 ニモ惹起 サ レ得

t初感染 竈
ヨ リ脱 出セル菌 ハ次 ノ

如 キ内因性再感 染結核 ヲ惹起 ス
ノ1!0

1

2:骨 及關節結核 _再 感染型結
13:漿膜 結核 核 ノ輕過

5、罐 駿外騰 繊1
'lIl

肺結 核 ハ外因性再 治療 シ得 屡 ζ新 シイ部分

感染 ニヨツテモ起 ル事 ア リ ニ櫨 散 シ、死 ノ
リ得 ル 轄 蹄 ヲトル。

次 二初感染 結核 ト再感染結核 ノ特徴 ヲi封比 シテ居 ル。

μ全勇性粟粒繊

A:初 感染型

1:良 性 デ死亡 ノ・少 イ

2:病 竈 ハ通常結締織

化或 ノ・石灰 化スル。

3:組 織 壊疽 ノ傾 向 が

少 イ。

4:原 則 トシテ淋 巴腺
が著 明二侵 サ1/ル 。

B:再 感染型

悪性 デ屡死亡スルよ

結 締織 化 シテモ通常石灰化
ノ・シナ イ。

i著明 デアル。

反i野デ アル。

5:症 状 ハ鉄 〃 カー過

性 二過 ギナイ。

6;治 療 ヲ要 スル ノ・稀

デ アノレ。

7:治 療 ニ ヨツテ経過

ノ攣 ハル事 が少 イ。

&不 快、作業不能 力

死亡卒 が比較 的小
サ イ。

9:公 衆健康 問題bシ
テ比較 的重要 デ ナ

イ。

10:公 共施設 ハ左 程債

値 がナ イ。

11:臨 肱 的種類

胸腔 内初感染
腹腔 内初感染
頸部初感染
他部初感染

顯 著 ニシテ且壇悪 ノ傾 向
ヲ示ス。

屡 くデ アル。

治療 ニ ヨツテ経過 ノ著愛
スル事屡 くデ アノレ。

比較 的大 キイ。

重 要 デ アノレ。

大 キナ債値 ヲ持 ツ。

肺臓再感染
他臓器再感染
漿膜再感染
骨及關節再感染

最 後 二著 者 ハ診 噺 、治 療 及 結 核 封 策 二就 テ述 ベ テ居 ル

ガ、 特 記 ス ル 程 ノモ ノノ・無 イ。(宇 多 野 、 内 藤 抄)

ミネ ゾ タ州 立 研 究 所 二 於 ケ ル 結 核 罹 患 ノ研 究

A.Burns:AStudyoftheIncidenceofTuberculosis

inStateInstitutionsinMinesotaHerberL

結 核 外 專 門 雑 誌

實 瞼 的 観 察 二基 ケ ル 結 核 菌 ノ毒 力(又 ハ 病 原 性)

ノ解 繹

H.J.Corper:AnInterpretationoftheVirulencc

(orPathogenicity)ofTuberculeBacillibasedonEx・

perimentalObservations:MycobacteriumNusquam

phymatiosis;(JournalofInfectionsDiseases;Vol.

60,No.3,1937)

著 者 ノ・結 核 菌 ノ毒 力 二關 ス ル 諸 先 進 ノ業 報 蛇 二 自己

ノ現 在 迄 ノ此 ノ方 面 二於1ケ ル 實 験 成 績 ヲモ参 酌 シ ツ

ツ今 次 ノ實 験 ヲ次 ノ夘 ク要 約 シ テ居 ル。

供 試 菌 ノ・人 型 牛 型 結 核 菌3株 デ アル ガ、 ソ ノ2株 ハ人

盟 ヨ リ分 離 シ タル モ ノデ他 ノ1株(BCG)ノ ・牛 ヲ源 ト

ス ル モ ノデ アル ト謂 ハ レテ居 ル 。 是 等 ノ・凡 テ 「グ リセ

リ ソ」嗜 好 性 デ而 モ是 等 ノ間 ニ ハ 生物 學 的 性 状(動 物

二封 ス ル病 源性 ノ差 異 ヲ鉄 如 シ テ 居 ル カ ラ現 在 二於

テ ノ・共 等 ノ試 別 ハ只 綾 ニ ソ ノ來 歴 二 由 テ 行 ヒ得 ル ニ

過 ギナ イ。 伺 叉是 等3株 ハ敦L!モ 依 然 ト シ テ ソ ノ登

育 温度 二制 限 ガ ア リ(約37。C)明 カニ所 謂 非 病 原 性 抗

酸 性 菌 トノ・共 ノ趣 ヲ異 ニ シ テ 居 タ。 斯 カル 弱 毒 人 型

牛型結 核菌 ノ・人髄 カ ラ 甚 ダ稀 二分離 セラ レル ノミニ

シテ、開放性肺結 核患者 カラ分 離 セラ レタ菌株 ノ97%

近 ク迄 ノ・強毒株 デアル。

感 受性 ノ強 イ動物(例 之海瞑)ノ 燈 内二於 テ増殖 スル

能力 ヲ鉄如 セ ル 場合印 チ該動物 ノ静脈 内 二略 く結節

形成量(0.01～0,001mg)ノ 結核菌 ヲ微細 浮 游液b・Y

テ注射 シタ場合 二其 ノ盟 内二於 テ 肉眼的 ノ結核性病

攣iヲ來 タ サナ カツタ リ叉 ハ約10-50mgノ 如 キ比較

的 大量 ノ結核 菌ff,*1汚 游 ヲ及 下(ヌ ノ・波 内)二 注射

セル場合 二遠 隔部位 二 肉眼的結核性病攣 ラ形成 シ得

ナ イ檬 ナ菌株 ・・之 ヲ弱毒結核菌株(人 型虹 二牛型)ト

定義 セ ラ レ'IVノデ アル。

人型牛型結核 菌 ノ毒 力 ノ強弱 ノ性質 《、之 ヲ正確 二検

索 シテ見 レバ、人工培地 上叉 ハ動 物髄内 二於 テ相當期

間(砂 ク トモ数 ケ月間 ハ)一貫 シ テ 安定的 ナル モ ノデ

アル コ トハ既 二認 メラ レテ居 ル トコロデ アノレ。而シテ

斯 カル菌株 ノ毒 力 ノ攣 化 ハ徐 々二起 ル モ ノニシテ累

代培養 ヲ重 ネル ニ從 ツテ全 〃緩慢 二攣 化 ス ル ヲ常 ト

メル モ ノト見 ラvテ 居ル。"tuberclebacilli"及 ビ
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"Mycobacteriumtuberculosum"ナ ル 語 ノ、常 二 強毒

結 核 菌株 ヲ意 味 シ、 更 二"tuberculosis"ナ ル 語 ノ・常

二病原 性 結 核 菌 二由 ル 疾 患 ヲ意 味 シ テ 居 ル ノデ アル

カラ弱毒 結 核 菌 ・・凡 テ之 ヲ"Mycobacteriumnusquam

phymatiosis"叉 ノ、"non・phymatiousbacillus"ト 呼

稽 シタ ラ ドウ カ ト思 バ レル 。斯 カル 名構 ヲ用 ヒ レバ例

之BCG,R1等 ノ如 キ無 意味 ナ 名 構 モ 亦 用 ヒナ ク テ

モ濟 ム コ トニ ナ ル 課 デ アル。 伺 若 シ強 ヒ テ斯 カル 從

囑 名稽 ヲ ツケ タ イ ノナ ラバ 、一 般 ノ慣 例 二俵 ツ テ、 弱

毒結 核 菌群 ヲ標 示 ス ル トコ ロ ノ 名 稔 ノ末 尾 二其 ヲ附

加 シ タ ラ ヨ カ ロ ウ。 例 之non・phymatiousbacillus

(varietyhuman,TrudeanRl)叉 ノ・Mycobacterium

nusquamphymatiosis,varietyboviene(Calmette-

Guerin)及 ビnonphymatiousbacillus,(humann,Cor.
ロ

per)等 ノ如 ク ニ(九 大 細 菌 占部 薫 抄)

喉 頭 結核 呂 於 ケ ル 昔聲 障 碍

WalterSchtitZ:Stimmst6rungenbeiKehlkopftuber.

culose.(Hals.usw.ArztI.Orig.Bd.28,H.1,S.

1,1937)

著 者 ・・喉 頭結 核 ノ観 察 ニ ァ タ リ、 レー ベル氏 式 ノ「ス

トロボス コ ー プ」ヲ用 ヒテ聲 帯 ノ振 動 ヲ研 究 シ、 同時

二起 ル嗅 聲 二就 イ テ次 ノ如 ク分 類 セ リ
。

1、 嘆 聲

a)一 次 的 嘆 聲

1、 聲 帯 自均 ノ結 核 性 墜 化 ニ ヨル モ ノ、 聲 門 トー

於 ケ ル 結 核 性墜 化 ニ ヨ リ、 獲 聲 二必 要 ナル 空

氣 瞳 ノ攣 化 二 訂ル モ ノ及 ピ治 癒 後 ノ搬 痕 形 成

ニ ヨ リ起 ル モ ノ

2、 結 核 性 關 節炎 並 ピニ搬 痕 性癒 著 二依 ル 關 節 ノ

内 外轄 蓮 動 ノ障 碍 二依 ル モ ノ

b)二 次 的 嗅聲

1、rセ ル が ニ ー・氏 資 暁 出 ニ ヨル聲 帯 ノ振 動 障碍 二

俵 ル モ ノ

2、 前 後 聯 合 部 二於 ケ ル 「ポ リー プ」蛇 ビ ニ 浸 潤 ニ

ヨル 内縛 障 碍 ニ ヨル モ ノ

皿、假 聲 帯 聲

假 聲 帯 ノ渡潤 ニ ヨソ テ起 ル

豫 後 ニツ イテ ノ・、二 次 的 曖 聲 バー 次 的 嘆 聲 二比 シ良 好

ナ リ。 假 帯聲 ハ治 療 ニ ヨ リ治癒 シ得 ル モ ノ ナ リ
。

(東 大 耳鼻 、 高橋 抄)

扁桃 腺 性 粟 粒 結 核 症

A・J・Cemach:(Mschr.f.Ohr .u.LR.71Jg.2H.
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1937)

急 性 粟 粒 肺 臓 結 核 ノ傳 播 原 トシ テ ノ 扁桃 腺 ノ役 割 二

就 テ ノ、今 日 マ デ分 明 タ ラ ズ。

次 ノ例 ・・幾 分 コ ノ鮎 ノ解 明 二資 ス ル 所 ア ラ ソ ト考 ヘ

ラノシ。・

症 例28歳 、 署 師

「カ タル」性症 状 ノ下 二高 熱 出 デ「レ」線検 査 ニ テ雨肺 上

葉 二小結 節 ノ出 現 ア リ。2病 週 日目 二咽 腔 粘 膜 二病 攣

現 ハル 。 咽 腔 所見 ノ・全 ク特 異 ニ シテ 軟 ロ蓋 、縣 塑 垂 、

咽腔 中部 ノ粘膜 下 二大 小、 白、黄 白色 斑 鮎 が密 集 シ テ

並 ビ透 見 サ ル。 之 ヲ飢 刺 シテ検 ス ル ニMikrokokkus

katarrhalisヲ 認 メ、 從 テ結 核 性 饗 化 ト観 ズル 理 由 ナ

〃 ソ ノ性 質 ハ不 明 デ、恐 ラ 〃ノ・結 核 毒 性粘 膜 疹 二關係

アル モ ノナ ラ ソ ト考^タ 。

所 ガ ソ ノ後 コ ノ獲 疹 ガー 夜 ニ シ テ 清 失 シ 扁桃 腺 モ表

面 ハ正 常 デ アル ノデ敗 血 機轄 ナ ラ ンカ ト疑 ヒ、扁桃 腺

ノ脱 位 運 動 ヲ試 ミタ ル ニ、コ ノ操 作 ニ ア リテ籔 時 間後

悪 寒 戦 標 ト共 二40。2Cノ 獲 熱 ア リ、再 ビ 咽腔 粘 膜 二

前 記 ノ獲 疹 ヲ生 ジ タ リ。

余 ハ非 定 型 的 ノ扁 桃 腺 性 敗 血 症 ナ ラ ソ ト考 へ 扁 桃 腺

全 摘 出 ヲナ シタル ニ意 外 ニ モ 組 織 學 的 二廣 範 ナル 結

核 病 攣 ヲ認 メ多 籔 ノ結 節 、結 核 菌 が淋 巴組 織 ナ キ マデ

ニ充 満 セ リ。

即 チ、サ キ ノ登 疹 ・・無 数 ノ結 核 菌 群 ガ血 路 二入 ル タ メ

襖 状 硬 塞 ヲ生 ジ タル モ ノ ニ シ テ、之 ガ 同時 二肺 臓 ノ攣

化 ノ原 因 デ ア ツタ。 著 者 ハ 夏 二 肺 病 墜 ノ性 質 二論 及

シ肺 上葉 ノ隔 離性 粟 粒 結 核 ニ ノ・扁 桃 腺 摘 出 ヲ考 慮 ス

ベ キ債 値 ア リ トセ リ。(東 大 耳 科 、 切 替 抄)

肺 ・喉 頭 結 核 患 者 ノ噺 頓 ノ 起 因蛇 二 治 療 知 見 補 遺

M.Ringer:(Monatschr.f.Ohr.u.L.R.71Jg.2

H.1937)

Wien/Wilhelminen-Spitalノ 肺 結 核 患 者 ノ聲 ノ攣

化 二就 テ、

1、 喉 頭 ノ病 攣 ナ ク シ テ聲 二攣 化 アル モ ノ

2、 喉 頭 ノ病 愛 ト共 二聲 ノ攣 化 ヲ來 セル モ ノ

a)結 核 二特 殊 ナル 病 攣 アル モ ノ.

b)非 結 核 性 ノ病 墾 アル モ ノ

3、 喉 頭 ノ特 殊病 攣 高 度 デ且 ツ 無 聲 症 ア ル モ ノ ノ3

群 二分 ツ事 ヲ得 。

喉 頭 二病 攣 ナ 〃 シ テ肺 結 核 患 者 二 特 有 ナ リ トセ ラル ・

ルasthenischeStimmeノ 原 因 ヲ .Z線 検 査 其 他 ノ方

法 ヲ以 テ探 索 ス ル ニ、
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イ)胸 廓筋 ノ機能低 下 ニ ヨル呼吸浪費 ニ ヨ リ、

ロ)氣 管、氣 管枝淋 巴腺病攣蛇 二肺尖病攣 ニヨル同

錦紳経障碍 トが考ヘ ラ レル。

叉 患者 ハ聲 ノ攣 化 ヲ喉頭 二原 因スル ト考 へ怒 責(``Pr・

essen")ニ ヨツテ元 通 リノ聲 ヲ出サ ソ トスル爲、痙 攣

的唖聲 が出刀!が、ソ レガタメ喉頭 ノ循環 障碍 等 ガ起 ツ

テコ ノ部 ノ結核 感染 ヲ容易 ナ ラ シメル。或 ハコ ノ喉

頭機能障碍 ハ血行感染 ノ素因 ノ原 因 トナ リ得 ル、

治療 ハ上述 ノ黙 ヨ リ考ヘ テ喉頭 ヲ バ 生理 的歌態 マデ

恢 復 セ シメル事 、帥 チ、病的 呼吸機能 蛇 ビニ病 的獲聲

機能 ノ2ツ ヲ取 リ除 ク事 ニアッテ、前 者ハ下腹部呼吸

ヲナス事 、後者 ノ・特別 ナ登聲法或 ハ沈 獣療法 ヲ用 フノレ

ニア リ。(東 大 耳科、切替 抄)

交感性 眼炎 ノ療法(1)

中村3QZIs、内田雄三:(中 央 眼科馨報、第29巻 、第1

號、20頁)・

現在 マデ交 感性眼炎 ノ療法 トシテハ、 起交 感眼 ノ摘

出、局所療 法 トシテ散瞳藥、願額 部 カラノ刺 絡、温羅

法、 「ヂ ネニ ソ」鮎眼、食 盤水結膜 下注射等 ヲ行 ヒ、全

均療法 トシテノ・「コラル ゴー一一7VJ、「エvク トラル ゴー

ル」等 ノ注射、 「サ リチル」酸製刺 ノ内服及 ビ注射、「ウ

ロ トロピソ」ノ注射 、 「サルヴ7ル サ ソ」及 ビ水銀 刺 ノ

騙徴療法 「ツベル ク リソ」療法等 が行 ハL!テ 居ル。

交感性 眼炎 ノ原因 トシテハ外傷、手術後、角膜潰 瘍等

二因ル眼球 ノ穿孔、叉眼球穿 孔ナ シニ起 ルモ ノニハ結

膜下 眼球破 裂眼内腫 瘍、 特 獲性毛様 髄炎、 時 二線内

障、 「チス チツニル クス」眼部帯状 「ヘル ペス」等 ガ學 ゲ

ラレテ居 ル ガ、 ソノ成 因 二就 テ ハ ー定 シタ學 設 ガナ

イ。

叉交感性 眼炎 が結核 ト關係 が ア ル ト・・Guillery,

RiehmMeller等 ニ ヨツテ唱 ヘ ラvテ 居 ル。

著者 等ノ・5年 間 二穿孔性外傷後 ノ10例 、 白内障手術

後 ノ5例 、 眼球瘍3例 、合計18例 ノ交 感性眼炎 二就

テ結核療法 ヲ行 ツテ卓数 ヲ得 タ。

先 ヅ穿孔性外傷 後 ノ交 感性眼炎 ノ8例 二就 テソ ノ経

過 ヲ詳細 二記述 シテ居 ル。

即チ結核療法bシ テA・O第1號 毎週1同 及 ビ毎週3

同沃 度石灰 ノ筋 肉 内注射 ヲ行 ツタ。

i新鮮 ナ症例 デ ・・勿論 、陳醤 ナ症例 二於 テモ亦 著 シク輕

快 シテ覗 力 ハ培進 シタ。

叉此結核療 法 ノ・交感性眼炎 ノ豫 防法 トシ テ モ 現今最

モ有力 ノモ ノデ アラウ。(慶 大 菅沼定男抄)
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交 感性 眼炎 ノ療法(終)

中村文 季、 内田雄 三(中 央 眼科 署報、第29巻 、第2號

190頁)

著者 ハ前著 二於 テ 穿孔性 眼外傷後 ノ交 感性 眼炎 ノ結

核療 法 ヲ述 ベタ ガ本論 文 二於 テハ眼手術(白 内障辮状

摘 出)後 ノ交 感性眼炎4例 、 眼疾後(眼 球瘍)ノ 交感性

眼炎3例 及 ビ陳 醤ナ2例 、観 察期間 ノ短 イ1例 二就テ

同襟 ノ療法 ヲ試 ミタ。

上記 ノ内観察 期間 ノ短 ヵッタ1例 デ ハ療法 ノ敷果 ハ

不明デ アル ガ、他 ノ症例 デハ何 レ・モ良好 ナ成 績 ヲ學ゲ

タ 。

叉本療法 ハ交感 性眼炎 ノ豫 防法 トシテ、他 ノ何 レ・ノ方

法 ヨリモ優 レテ居ル ト云 ソテ居ル。(慶大 菅沼定男抄)

廣汎ナル前眼部結核 ノー例

杉村誠:(中 央 眼科 署報、第29巻 、 第5號 、499頁)

前眼部 ノ結核性 疾患 ハ決 シテ稀 レデハ ナイガ、著者 ハ

前眼部 ノ大部分 ガー塊 ノ結核性 肉芽腫 ト ナ ツタ甚 ダ

廣 汎 ナ結核腫 ヲ臨林上並 ビ ニ 組織學 的 二検査 シテ報

告 シテ居ル。

ソノ症例 ノ・結核性素 因 ヲ有ス7v17歳 ノ女子デ アツテ

左眼角膜輪部 二白鮎 ヲ生 ジ、何 等 ノ劇 シイ眼障碍 ヲ自

畳 セズニ、比較的短 時 日デ、角膜全面 ハ球結膜ニハ著

攣 ガナカツタ。

組織 學的 ニノ・角膜部 カラ後房二亙 リ全部一塊 ノ肉芽組

織 ト化 シ、コ ノ肉芽組織 ヲ精査 スル ト標本 中 ソノ部位

ニ ヨリ、或 ノ・孤 立 シ或 ハ相融合 シタ大 小種 々ノ多クハ

ソ ノ中央部 二乾酪檬攣性 ヲ件 ヒ、上 皮檬細 胞、 ラング

ノ・ソス氏型 巨態細胞淋 巴球、「プ ラスマ」細胞 等 カラ出

來 テ居ル結節 ヲ認 メタ。鏡 検 シ得ル範園 デハ葦膜、毛

様 燈、網膜 等二限局性攣 化 ヲ認 メナ カツタ。

以上 ノ臨脈上並 ビニ組織 學的所見 カラ、内因的肉瞳標

組織 ト攣 ジテ、全 〃失明 シテシマツ タ。全 勇所 見 トシ

テハ特二注意ス ベキコ トノ・、輕度 ノ貧血 ヲ呈 シ、右側肺

尖部 二浸潤 ヲ認 メ血液Z氏 反磨陰性、ビ7Vケ ー氏反慮

強陽性 デアツタ。 眼所 見 トシテハ、左眼 ハ上眼瞼稽 ζ

下垂、瞼板肥厚著 シイ、瞼結膜 二著攣 ナ 〃、既二稽 ζ

萎 縮 シタル眼球 二於 テ ハ、ソノ角膜 ハ凹凸不亭暗赤色

ノ肉瞳檬組織 トナ リ、ソノ面 ハ豚脂檬 分泌物 ヲ以テ覆

ノ・レ、角膜 輪部特ニ ソノ上縁 二於 テ比較 的限局 シタ隆

起 ヲ認 メル が、臨肱的 ニハ前牛 輩膜及 ピ之 ヲ覆即チ縛

移性 二初螢 シタ極 メテ 廣 汎 ナ前 眼部結 核 ト診断 シテ

居ル。(慶 大 菅沼定男抄)
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結核性全眼球炎 ノ臨淋的並 呂組織的所見

(中央眼科署報、第29巻 、第6號 、584頁)

著者 ノ報告 シテ居 ル症例 ハ34歳 ノ男 デ、初 メ右 眼 ノ

充血 ト霧覗 ヲ來 タシ、輕度 ノ頭痛 ヲ件 ツテ、覗 力減退

シ、約3週 間後 二署 治 ヲ受 ケ、虹彩炎 ノ診断 デ約2ケ

月間駆徽療法 ヲ行 ツ タ が 数 がナ カツタ。 當時ヱ 氏反

慮及 ビピ氏反磨 モ陰性デ アツタ。次 デ淋毒性關節炎 ノ

タメ入院 シ、ソノ間眼 ノ治療 ヲ中止 シタ所約2ケ 月後

二右眼ハ失明 シテ シマ ツタ。約40日 後 二線 内障 ヲ起

シテ著者 ノ診 ヲ乞 フ ニ 至 ツタ。初診時諸種 ノ検査 ヲ

行ツタが、結 核 ヲ疑 フニ至 ラナ カツタ。入院1週 後 二

眼球内所 見 カラ眼球假 性腫 瘍 ノ疑 ヒ デ 眼球 ヲ摘 出 シ

タ。 眼球摘 出後 二亜急 性蜂 窩性炎症起 シ、後 二眼窩内

二軟骨様 硬結 ト球結膜 二結核結 鮪 ヲ生 ジタ。叉入院

中二結核性副睾丸炎 ヲ起 シタ。

本症 ノ原因及 ビ成 因二關 シ テ著 者ノ・次 ノ如 ク述 ベテ
●

居ル。

患者ハ生來健康デ アツタガ、眼獲病約9ケ 月前 二左右

ノ漁性胸膜炎 二罹 リ、「レ」線検査 ノ結果倫胸膜 ノ肥厚

ヲ認 メタが、胸部 ノ自魔症・・ナイ。マ ソ.ッウ氏反慮 ハ弱

陽性 デアツタ。叉初 登時虹彩炎 ト診断 サ レ、眼底 二異

常 ノナ カツタ ト云 フ記載 カラ、先 ヅ虹彩毛様艦 二結核

炎症 ヲ起 シ延 イテ脈絡膜 ヲ侵 シ、此庭 カラ内外 二炎症

ガ振 ガツテ途 二結核 性全 眼球 炎 ヲ起 シ タ ルモ ノデ ア

ラウ ト述 ベテ居ル。(慶 大 菅沼定男抄)

交感性眼炎 ノ保存療法 ヲ論 ジ、併セテ穿 孔性 眼外

傷 ノ議 症誘獲二封スル豫防法二及プ

内田雄三:(中 央眼科署報、第29巻 、第7號 、721頁)

著者ノ・穿孔性眼外傷 二就 テ種 々ノ統計 ヲ行 ヒ、」又交感

性眼炎 ノ治療 法及 ビ ソノ豫 防法 ヲ論 ジテ居ル。治療 法

トシテハ之 マデ ・・起交感眼 ノ摘 出 ヲ行 ツテ居 ル が、著

者ハ以前二獲表 シタ如 ク ニ結核療法 ガ最 モ ヨイ ト述

ベテ居ル。

叉 ソノ豫 防法 トシ テ モ 結核療法 ヲ推賞 シテ居 ル。 帥

チ4年5ケ 月間 二 穿孔性眼外傷 ノ234例 ヲ経験 シ、

ソノ内95例 ・・著者等 ノ豫 防法 ヲ行 ヒ139例 ハ何 等豫

防法 ヲ行 ハナ カツタ。

此間交感性眼炎1・シテ治療 シタハモ ノハ外 傷後9例 、

白内障手術後4例 、眼疾後2例 、計15例 デ アツテ、

外傷後 ノ交感性眼炎9例 中、著 者 ノ襯察期間 内二受傷

orテ、蛮炎 シタルモ ノノ・5例 、残 リ4例 ハ之観 察期 間

前二外傷 ヲ受ケ タモ ノデ アツタ。而 シテ是 等9例 ハ何
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レモ外 傷 後 二於 テ、何 等交 感 性 眼 炎 ノ豫 防 法 ヲ受 ケ ナ

カ ツタ モ ノバ カ リデ ア ツ テ、豫 防 法 ヲ行 ソ タ寧 ロ重 篤

ナ穿 孔 性 眼 外 傷95例 二於 テ ノ・1例 モ交 感 性 眼 炎 ヲ起

サ ナ カッ タ。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

乳 頭 隣 接 網 膜 脈 絡 膜 炎(エ ドム ン ト、 ヱ ンゼ ン

EdmundJensen)ノ ニ例

河 村 艮 造:(實 験 眼科 雑 誌 、第19年 、186、18頁)

著 者 ノ・17歳 及 ビ20歳 ノ女 子 ノEdmun(LJensen氏 病

患 者 ヲ報 告 シテ居 ル。 帥 チ眼 底 ニ ノ・綿 片 状i浸潤 ト認

メ ラ レル 病 竈 ヲ謹 明 シ、覗 野 ニ ノ・本 病 二特 有 ノマ リオ

ツ ト氏 盲 貼 ヲ抱 含 ス ル 扇 状 絶 封 鉄 損 ヲ謹 明 シ タ。 而

シテ1例 二於 テ ・・黄斑 部 二星 芒 状 白斑 ヲ合 併 シテ 居

タ。

此2例 二A・0ヲ 用 ヒ テ結 核 療 法 ヲ試 ミタ。1例 ノ・途

中 デ診 療 ヲ中止 シタ ノ デ 経 過 ノ・不 明 デ アル ガ他 ノ1

例 デ ・・約34日 デ覗 カ バ全 ク恢 復 シ タ。

此 結 果 功 ラ著 者 ノ・L6wenstein氏 等 ト共 二Edmund・

Jensen氏 病 ノ大 多 数 ノ原 因 ノ・結 核 デ アル1・信 ジテ居

ル。(慶 大 菅 沼 定 男 抄)

游 走 結 核 節 ノー 症 例

米 地秀 三:(實 験 眼 科 雑 誌 、 第20年 、192、17頁)

患 者 ・・21歳 ノ女 工 デ ァル 。 ソ ノ既 往 症 、 家 族 歴 二特

記 ス ベ キ コ トノ・ナ イ。 盟 格 榮 養 共 二良 好 デ ア ツ テ 内

科 的 ニハ胸 部 二異 常 ヲ認 メ ナ イ ガ、レ ソ トゲ ソ像 デ ハ

諸 所 二陰 影 が 多 ク、 マ ソ トー氏 反 磨 ・・強陽 性 デ アツ

タ 。

眼 所 見 トシテ ・・、左 眼 角 膜 後 面 二不 規 則 二存 在 スル 多

ク ノ結 節 状 豚 脂 様 ノ 「プ レチ ビタ ー テ」ヵ'ア ッテ ソ ノ

大 サ ・・直裡2㎜ 位 ノモ ノカ ラ、種 々 ノ大 サ ノモ ノ約20

個 アツ タ。 多 クノ・圓形 デ、或 ル モ ノ・・2個 が融合 シテ

精 く楕 圓形 ヲ呈 シ テ居 タ。 境 界 ・・明瞭 デ、ソ ノ大 キ イ

モ/ハ 中 心部 が濃 灰 色 デ、同 心性 重 積 暦 ノ如 キ構 造 ヲ

明 カ ニ示 シ テ居 ル 、大 キ ナ モ ノ ・周 園 二 ・・最 輪 状 潤 濁

ヲ、 叉 角膜 中央 部 ニ ハ 極 メ テ 薄 イ禰 蔓 性 潤 濁 が ア ツ

テ 、ソ ノ中 二微 細 ナ 「プ レ・チ ピタ ー テ 」が ア ッ タ。 豚 脂

檬 「プ レ・チ ビ ター テ」ノ配 列 ノ、不 規 則 デ ア ツ タ。

元 來 「プ レチ ピ タ ー テ」ハ臨 脈 上 ニ ハ 殆 ソ ド全 角 膜 後

面 二 見 ラ レ、 稀 二前 房 隅 角 、 虹 彩 表 面 、虹 彩 縁 上 、 水

晶 髄 表 面 二見 出 サ レル モ ノデ アル ガ此 「プ レチ ビタ ー

テ」・・稀 二 巨大 ナ豚 脂 様 外観 ヲ 呈 スル コ トガアル ノデ

之 ヲSzily・ ・游 走結 核 節 ト命 名 シ テ 居 ル。 著 者 ノ例

ハ之 二該 當 ス ル モ ノ デ アル ト思 フ、全 勇 的所 見 、 及 ビ
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●

Tソ ベル 〃 リソ」ノ局所 的並 二 病 竈反磨 ガ陽性 デアツ

タ コ ト、結核療法 が有数 デ アツタコ ト・・之 ヲ確實 ニス

ル モ ノ ト思 フ ト。 (慶大 菅沼定男抄)

一 般 學 術 雑 誌

療 養所二於ケ ル水蛭療 法

A.M.Leuze:(Mtinch.med.Wschr.Nr,17,1937)

著者 ハ最近2年 間頸部淋 巴腺結核、骨及關節結核及喉

頭結核 二水 蛭 ヲ用 ヒテ良好 ナル敷果 ヲ見 タ。頸部 淋 巴

腺 デノ・創傷 ヲックル憂 ナク、軟化 シ破壌 二瀕 ヅタ例 ヲ

治癒 セシメ得ル、叉痩孔形成後 ニモ良 イ。 通 常4--6

匹 ヲ用 フル ニ始 メ分泌物墳加 シ、次 イデ膿 汁排泄 シ、

乾 燥 シテ痙 孔 ヲ閉 ザ ス.非 活動 性 ノ硬 イ淋 巴腺腫 ニ

ハ無数 デ アル。

骨關 節及結核 モ浮腫 及緊張 ヲ除 ク数 が アル。

喉 頭結核 デノ・浮腫状 二腫 脹 シ、呼吸困難 ヲ起 シタ場合

二用 ヒテ呼吸 困難、疾痛 ヲ輕快 シ得 ル。5乃 至8匹 ヲ

用 ヒ2-3回 繰 リ返 セバ良 イ。(坂 口内科 岩 田抄)

糸吉核ヘ ノま兆職

結 核撲滅ヘ ノ近道 ノ・結核 患者 ヲ総 ベテ充分 二把握 シ、

充分 ノ治療 ヲ爲 ハ ル ニ アル。 而 シテ結 核獲見上、最

モ重 要 ナル ハ結核相談所及 國家保健局 デ アル。

病院 デ・・尿 ノ槍査 ト同程度 二廣 ク肺臓 ノ楡査 ヲナス

必 要 ア リ。 此慮 デ・・極 メ テ輕症 ナル モ ノモ饗見可能

ナ リ。

一・般 馨家 ノ・仕事 が多 キ ニ 過 ギ結核獲見 二最モ重 要 ナ

ル既往症 ヲ充分 二聴 ク暇 ナク、叉今 日二於 テ モ爾肺結

核 ヲ耳デ診蜥 シ得 ル ト考 フル者 がアル、 留 師一般 ハ

「レソ トゲ ン
」設備 ノ必須性 ヲ未 ダ 充分認識 シテヰナ

イ。

今 日濁逸 ニハ40萬 ノ開放 性結核 がア リ、健康者 ノ並

列 「レソ トグ ソ」槍査 ニテ0.5%二 開放性結核 ヲ登見

シ、約150萬 人 ノ開放性肺結核 が猫逸 ニハ アル事 ト

ナ リ。更 二尚150萬 人 ノ非活動性結核 がアル。

之 ヲ撲滅 スノレニ ハ 從來 ノ方法 ヲ攣化 シテー般署家 が

如 何 ナル病氣 ノ患 者ニモー 憲胸 部「レソ トゲ ン」検査 ヲ

爲 シ、ソノ所見 ヲ手近 ノ專 門家 二報告 シテ訊明 ト治療

方法 ノ敏示 ヲ受 ケ、專門家 ハ治療 必要 者、監督必要者

ヲ結 核相談 所 二申告 シ、治療 ト監督 ヲシナケ レバナラ

ヌ、結核相談 所 ・・患者 ノ状態 二磨 ジ病院 二逡 リ、療養

所 ノ治療 ヲ命 ジ、 手術療 法、氣胸療法 ヲ行 ハ ネバナラ

ナイ。更 二國家 ハ 患者 ノ家族 二経 濟的援助 ヲ心掛 ヶ

ネバナ ラナ イ。

就 中最 モ重要 ナル ノ・第 一・線 ノー般 署家 デ、肺 結核 ヲ臆

診 器 デ獲見 シ得 ル ト信 ズル妄念 ヲ破 ラネバナラナ イ。

次第 二「レン トゲ ソ」ノ敢 育 ヲ受 ケ タ新 ラシイ署家 ガ

出來 ナケ レバナラナ イ、 今 日デノ・肺專 門署デ「レント

ゲ ソ」楡査 ヲ最後 ノ手段 ト心得 テ居 ル人 が爾時 々ミラ

レル ノノ・遣憾 デ ァル。(坂 口内科 岩 田抄)

多 ク ノ病院 呂於 ケ ル 新入院 患者 二封スル不適當

ナ ル肺膿槍 査の
Kattentidt(Mtinch.med.Wschr).

新 ラシク入院 シタル患者 二就 キ圭要 ナ ル 臓 器 ノ全部

ヲ充分 二検 査 ス ル 時 ノ・意想外 ノ臓 器 ト當該疾 患 トノ

關係 ヲ知ル事 がアル。殊 二肺結 核 ノ・他 ノ病氣 ノ假面

ヲ被 ル者多 ク、叉看 過サ レタル結核 が他 ノ疾 患 ノ治療

ニ ヨ リ悪影響 ヲ蒙ル事 ガ多 イ。

無 自畳性結核 患者 カラ感染 スル者 ハ多 イ。普通病院 ノ

看護婦 ・・爲 二結核 專門病院 ノ看護 婦 ヨ リ モ 罹患率 ガ

大デ アル。著 者 ノ病 院 ニ テ 入院 患者 中開放性結核患

者 ノ6%ハ 最近他 ノ疾患 デ 普通病 院二入院 シタ がソ

ノ際胸部 ノ精査 ヲ受 ケ テヰ ナィ者 ガァル。

著 者ノ・「レソトゲ ソ」検査 ヲ 尿 ノ蛋 白及糖 反慮 ヲ検査

スル標 二総 テ ノ疾患 ニモ行 フ事 ヲ提唱スル。

然 ルニ著 者 ハ市立病院、大學病 院、專門病院、個人病

院精帥病 院、 軍隊病院合計68ケ 所 ヲ調査 セル ニコノ

無 自魔性肺結核 ノ登 見 二努力 シテヰ ナイモ ノが59ケ

所 モアル。叉9ケ 所 ノ病 院 二・・全然 「Vソbゲ ソ」ノ設

備 ヲ有 シナ イ。若 シ之 ヲ行 フ トシテモ之 二要スル時 間

ノ・僅 カデ ア リ、病 院 ノ貢搬 モ輕度 デ ア リ、行 ヒ難 イ程

ノ重症者 モ除 リ無 イ ト思 バ レル。(坂 ロ内科 岩田抄)

結核性鵬膜炎 ノ診噺 二 於 ケ ル 「トリプ ト77ン 」

及感 ノ意義

RichardPongratz(MUnch.med.Wschr.1917,Nr.

21)

著 者 ノ・Brugiノ 「トリプ トフ7ソJ反 慮 ヲ脹}脊髄液 二

就 テ追試 シタ、本反磨 ノ・膿膜 炎 ノ初期 二既 二陽性 ヲ示
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ス。 術 式 ノ・2-3aα ノ謄 脊髄 液 二15cα ノ濃 硫 酸 ヲ加

へ20倍 二稀繹 シタ 「フ オル マ リ ソ」水 ヲニ 滴 加 ヘ テ

笹 拝 ・y5分 間 放 置 後2αc・ ノ0.06%「 ナ ト リウ ム、ニ ト

ロズ ム」ヲ重 聲 ス ル 方 法 ニ シ テ2-3分 後 二董色 ノ輪

ヲ生 ズル モ ノノ・陽 性 デ ア ル。 本 反 慮 ノ・結 核 性 拶 膜 炎

ニハ100%二 陽 性 ヲ 示 ス が他 ノ化 膿 性 磯 膜 炎、 膿 出

血 ニ モ陽 性 ヲ示 ス 者 が アル。 ジ カ ジ、 漿 液性 磯膜 炎 、

「メニ ソギス ムス」、「ヒ ドロセ ハ ルス 」鵬 炎 、 拶 徽 毒 ニ

ハ陰性 デ アル。(坂 ロ 内科 岩 田抄)

前 側 弾 力性 胸 廓 成 形 術(anterolakteraleelastische

Thorakoplastik)

Hohennner(Mtinch.med.Wschr.Nr.25,1937)

Monaldi/1932二 登 表 シタ 方 法 デ、從 來 ノ胸 廓 成 形

術 ノ如 ク胸 廓 ヲ墜 縮 シ肺 ヲ瞳 迫 ス ル モ ノデ ノ・ナ クテ、

罹 患側 ヲ呼吸 運 動 カラ除 外 シ、緊 張 ヲ除 ク爲 二前胸 部

及 側方 ニ テ肋 骨 ノー 部 ヲ 切 除 シ同時 ニー時 的 叉 ・・永

久 的 ノ横 隔 膜 麻癖 ヲ行 フ モ ノデ アル。

病 竈範 園 ニ ヨ ツ テ三 種 ノ術 式 ア リ。

(1)肺 尖 及 上 野 ノモ ノニ ハ 肋 骨 ヲ上 部 デ三 本 切 除 シ、

横隔 膜 神経 ヲ膣 挫 ス ル。

(1)病 竈 下 野 ノ時 ・・第 四 乃 至 第 七 肋 骨 ヲ 切 除 シ横 隔

膜紳 経 ヲ撚 除 ス ル。

(3)病 竈1側 全 野 二及 ブ モ ノ・・、先 ヅ第 四乃 至 第 七 肋

骨 ヲ切 除 シ、 横 隔 膜 紳 経 ヲ撚 除 シ、10-12日 後 二第

一 乃至 第 三 肋 骨 ヲ切 除 ス。

手術 適 鷹 ノ・

1、 圭 トシ テ滲 出性 ナ ル結 核

2、 新 鮮 ナル 空 洞

3、 増 殖 性 滲 出性 及 培 殖 性 繊 維 性 デ小 癒 合 ア ル モ ノ

4、 小 空 洞 アル 硬 化 性結 核

デ ア リ、 本 手 術 ノ特 徴 ハ 重 症 結 核 二 行 ヒ得 ル 事 デ ア

ル。2-5日 間 ハ ヤ ・登 熱 シ、 喀疾 堆 加 スル が8日 目

以後 ニノ・自魔 的 ニ モ他 箆 的 ニ モ好 轄 ス ル。

手術死 ・・殆 ソ ドナ イ。Monaldiノ ・氣 管枝 肺 炎 ノー一例

ヲ報 ズ。 著 者 ・・本 手 術 ヲ追 試 シ テ65--70%二 治癒 ヲ

更 二10%二 良 好 ナ ル成 績 ヲ経 験 シタ 。

(坂 ロ内 科 岩 田抄)

肺 動 賑 ノ栓 塞

Liebermeister(Mtinch .med.Wschr,Nr.29,1937)

著 者 ハ47歳 ノ男 子 ノ カ ネテ 心臓 辮 膜 症 ガ ア リ、 嘗 ツ

テ雨 側肺 結 核 ニ テ雨 側 二人 工 氣 胸 ノ施 術 ヲ受 ケ、ソ ノ

後全 ク治癒 シテ ヰ タモ ノガ、心 臓 機 能 代 償 不全 ヲ起

録 1335

シテ死 亡 ジ、.ソ ノ解 剖 二當 リ肺 動 脈 二 栓 塞 ヲ蛮 見 シ

タ例 ヲ報 告 シ、肺 動 脈 栓 塞 ・・、突 然 二 顔 色 ガ高 度 ノ「チ

ア ノー ゼ 」ヲ呈 ・y、叉 「チ ア ノ・一・le'」強 キ割 合 二 呼 吸 困i

難 少 ク、 肺 動 脈影 振 大 シ、限 界 明瞭 デ心 搏 時 二動 カナ

イ事 ニ ヨ ツ テ診 断 ン得 ベ シ トイ フ。(坂 口 内科 岩 田 抄)

結 核 早 期 浸 潤 ノ臨 淋 卜治 療 法

WilhelmNeumann:(Wien.klin.WscFr.Nr.121937>

著 者 ・・圭 トシテ 鎮骨 下 、時 ニ ノ・肺 葉 縁 二現 ノ・し!ル雲 状

叉 ・・可 ナ リ強 イー 檬 ナ ル 濃 サ ノ陰 影 ヲ早 期 浸 潤 ト考

^ル ガ時 二 ・・丸 イ陰影 が 上 記 ノ 部 位 以外 二生 ズル モ

ノ ヲモ含 ム。 ソ ノ病 因 モ亦 種 々ナ リ。

著 者 ノ・之 ヲ次 ノ四 型 二分 ツ。

1、 無 氣 症 性 ノ攣 化(atelektatischerProcess)ノ ・氣 管tB

氣 管枝 淋 巴 腺 、氣 管 枝 肺 淋 巴腺 ノ腫 脹 ニ ヨ リ夫 々大 小

ノ氣 管 叉 ・・氣 管 枝 ガ 歴 迫 サ レ ソ ノ支 配 肺 野 二無 氣 症

ヲ起 シ タモ ノデ 「レ」線 上 早 期 寝 潤 ノ像 ヲ呈 ヌ。 ツ エ

ル ニー・派/Epituberkuloseノ 大 部 ・・之 二閣 ス 理 學 的

診 断 法 ニテ ・・全 ク不 明 ノ コ ト多 ク、吸 氣 性 ノ笛 音 ヲ聴

取 ジ肺 尖 氣 管 枝 炎 ノ像 ヲ呈 ヌ ル コ トア リ。

2、 血 行 性 塘 殖 性 肺 尖 病 竈 ヨ リ咳漱 ニ ヨ リ管 内 性 播 種

ヲ起 セ ル モ/ハ 肺 上 葉/後 下 部 二 來 ル コ ト多 ク鎮骨

下 早 期 浸 潤 ノ像 ヲ示 ス之 ・・BrtiuningRedeckerノ 云

フ ガ如 キ直 接 血 行 性 二生 ズ ル モ ノノ・少 シ。

3、 慢 性 思 春 期 結 核bシ テ現 バ レル原 獲 性 浸 潤 。

之 ハ喀 疾 微 熱 盗 汗 等 ヲ示 シ早 期 空 洞 ノ徴 候 ヲ 最 初 鎮

骨 下 二賂 ク ヲ特長 トス 。

4、 初 期 墜 化 群 完 全 治癒 後 二於 ケ ル再 感 染 浸 潤 。 高 熱

筋 肢 痛 頭 痛 等 ア リ感 冒 ヲ考 ヘ シ メ 比 較 的 短 時 間 ノ内

二 同復 ス。 棘 上 窩 及 ビ 肩 脾 骨 間 ノ所 謂 肺 門 部 二乾 酪

性 破 屡 ノ徴 候 ヲi聰取 ス 早 期 二喀 疾 二 菌 ヲ詮 明 ス。 個

髄 ノ防 禦 力 ノ高 キ ヲ示 ス。

圓 形 ノ陰 影 ハ特 別 型 ニ シテ多 ク ・・一 ツ鎮 骨 下 ソ ノ他

二生 ジ古 イ塘殖 性 結 核 ヲ有 ス ル 人 二 抵 抗 ノ弱 ツ タ ト

キ ァ ラ ・・レル臨 躰 上 徴 候 少 シ。

4、 喀 疾 二菌 ヲ詮 明 ス ル カ乾 酪 性破 壌 ノ徴候 ヲ聴 取 セ

ル後 初 メ テ 氣胸 療 法 ヲ 行 フ ベ シ。 之 ヲ行 ノ・ザ ル モ ノ

ニ ハ安 静 、 金 「ツベ ル ク リソ」療 法 ヲ推 奨 ス 。

(坂 ロ 内科 葛 谷 抄)

艮 性 氣 管枝 出血

FelixFleischner(Wien.klin.Wschr.Nr.24.1937)

氣 管枝 粘膜 ヨ リ ノ良性 喀 血 四 例 ヲ 氣 管 枝 鏡 及 ビ 同撮

影 ヲ以 テ確 メ、ソ ノ臨 抹 診 噺 ヲ述 べ結 核 叉 ハ ソ ノ他 ノ
◎



1認6 抄 録 【第15巻

淋 巴腺 ノ攣 化 二基 ク隣接 氣管壁 ノ慢 性攣化 ハ甚 ダ多

ク(Bronchitisdeformans)著 者 ノ例 デ・・顧粒状、静脈

瘤 状、魔燗状 ノ粘膜攣化 ヲ認 ム。 コノ部 ノ出血 ガ問題

トナル。著 者・・結核 ノ初期 出血 ノ氣 管枝櫨 張症 二於 ケ

ル 出血 ヲ同様 ナ氣管枝壁 ヨ リ ノ出血 ヲ以 テ設 明 セ ン
■

トス後 者ハ櫨 張 セ ル 氣管枝嚢 ナ リ起 ルモ ノニアラズ

シテ ソレヨ リ上位 ノ攣形 、狡 窄 セル氣 管壁 セ リ起ノレモ

ノトナス。(坂 口内科 葛谷抄)

氣胸患者 二於 ケル蝶 吾 ノ出現 ハ空 氣 ノ 消失 ヲ意

味 スルヤ

.AmoldKirch(Weinklin.Wschr.Nr.24.1937)

氣胸 患者 二出現 スル礫音 ハ 通常 ノ摩 擦音 ト異 リ長 ク

氣胸 ヲ縫 績 セル患者 二現 レ肺肋膜 が肥厚 シ部 分的無

氣症 、淋 巴停滞 ヲ起 スタメニ來 ル聴取 シ得 ル モ共 ノ上

二當テ タ手 ニノ・感 ジ得 ズ、寧 ロ之 が消失 ノ・空氣套 ノ消

失徴候 ナ リ。(坂 口内科 葛谷 抄)

マイ呂 ッケ氏結 核及鷹 トノイ マン氏結核

KurしFr6hlich(Wien.klin.Wsch.Nr.241937)

214例 ノ患者 二就 キノイマ ソ自均 ニヨツテ同氏 ノ結核

型 分類 ヲ施 シ各型 二就 イテ マイニッケ馬反慮 ヲ槍 ス

ノγニマ氏反慮 ・・空洞 性結核 二必 ズ シ モ 陽性牽高 カラ

ズ、 繊維性結核 ・・多 ク 陰性 ナ リ叉滲 出液 モ 陰性多 シ

v氏 反慮 ノ入院時及 ビ共 ノ後4週 間毎 二行 ヒ 赤血球

沈降速 度及 ビ ウエル トマ ン氏凝 固帯 ト比較 ス。陽性傘

ノ・血沈速 度増加 ス ル 程高 クウエル トマ ソ氏凝 固帯ノ・

1--3ノ 短縮、8-10ノ 延長 二於 テハ 中間帯 ヨ リ低 シ。

4週 間毎 ノ検査 ニテ ノ・成績恒 常 ナ ノレモ ノモア レド然

ラザル モ ノモ ァ リソ ノ原因 ノ・不 明ナ リ。

ヱ氏反慮 ノ・結核型 診断豫 後決定 ニハ利用 シ得 ≠。

(坂 ロ内科 葛谷抄)

胸廓内癒著嶢切術 ノ成績 呂及ボス手術 ノ影響

Rudorf・Jonke:(Wein.klin.Wsch.・Nr.241937)

胸廓 内癒著嶢切術 ノ・氣胸療法 ノ絶封 的必要ナル補助

手段 ナ レ ドモ出血及 ビ手術後滲 出液 ヲ來ス コ トァリ、

殊 二後者 ハ不愉侠 ナル合 併症 ニ シ テ 手 術二要 ヌル時

間 ノ長 キ程多 シ。 著 者 ノ・ク ソーメル氏 直覗鏡 ヲ用 ヒ

テ氣胸腔 内 ノ状態 ヲ速 二見極 メ 灼焼 器 ノ動 カシ易 イ

分 離式 ヲ用 ヒ灼熱 セル 白金輪 ヲ 以テ速 二焼 切ス〃檬

ニシPalugyay瑞 法 ニ ヨリ豫 メ「v」線 ニ ヨツ テ癒著

部 位 ヲ明 ニシテ置 ク事 モ必要 ナ リ。

麻酔 ヨリ縫 合マデ1時 間以上 ヲ要 スル トキハ3同 叉

ノ・鐵同 二分 ツテ行 フベ シ。

…著者 ノ・最少6分 、ZF均25分 ニテ手術 ヲ了へ166同 ノ

手術 ヲ行 ヒ20例 、12%二 横隔膜頂高 二達 スル滲 出液
'ヲ見 タル ノミ

、從來 ノ報告 ニ ヨレバ20-40%ナ リ、

之 ノ胸廓 内癒著嶢切術 ヲ併用 セ ル 氣胸療法159例 二

就 テノ成績 ハ1)氣 胸 ヲ完全 二行 ヒ得 タルモ ノ及 ビ

術後喀疾 二菌 ヲ詮 明 セザル ニ到1ノル モ ノ71・7%、2)

数果 ナキモ ノ20.1%、3)増 悪 セル モ ノ8・2%ナ リ、

(坂 ロ内科 葛谷抄)




